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　ご
あ
い
さ
つ

今
回
の
特
別
展
は
、「
九
州
の
私
塾
と
教
育
〜
咸
宜
園
と
そ
の
周
辺
〜
」
を
テ
ー
マ
と
し
ま
し
た
。

私
塾
は
江
戸
時
代
に
お
け
る
高
等
教
育
機
関
の
一
つ
で
、
学
問
塾
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
咸
宜
園
が
誕
生
し
た
江
戸
時
代
後
期
は
、「
教
育

爆
発
の
時
代
」
と
も
呼
称
さ
れ
る
ほ
ど
、
私
塾
（
学
問
塾
）
だ
け
で
な
く
、
藩
校
や
寺
子
屋
（
手
習
塾
）
な
ど
多
く
の
教
育
機
関
が
全
国
各
地
に

開
か
れ
た
時
代
で
も
あ
り
ま
し
た
。

江
戸
時
代
の
日
本
の
教
育
は
、官
公
立
の
教
育
機
関
で
あ
っ
た
幕
府
の「
昌
平
坂
学
問
所
」や
諸
藩
の
経
営
す
る「
藩
校
」や「
郷
校
」な
ど
が
あ
り
、

主
に
幕
府
家
臣
の
子
弟
や
各
藩
の
藩
士
教
育
の
た
め
の
学
校
で
し
た
。
一
方
、
私
的
な
教
育
機
関
の
発
達
は
九
州
で
は
大
分
県
が
最
も
古
く
、
天

正
元
年
（
一
五
七
三
）
に
寺
子
屋
「
戴
星
堂
」（
豊
後
高
田
市
）
が
開
か
れ
ま
す
。
私
塾
の
誕
生
は
そ
の
例
に
遅
れ
る
こ
と
約
八
〇
年
後
の
慶
安
年

間
（
一
六
四
八
ー
一
六
五
一
）
に
長
崎
で
開
設
し
た
「
輔
仁
堂
」
が
九
州
で
は
最
も
早
い
開
塾
だ
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

九
州
各
地
で
は
、
一
八
世
紀
後
半
頃
か
ら
北
部
九
州
を
中
心
と
し
て
私
塾
が
創
設
さ
れ
、
明
治
五
年
の
学
制
発
布
前
後
ま
で
に
開
か
れ
た
数
は

約
六
四
〇
件
に
及
ん
で
い
ま
す
。
都
市
部
だ
け
で
な
く
、農
村
部
に
も
私
塾
や
寺
子
屋
が
開
設
さ
れ
、庶
民
の
教
育
熱
の
高
さ
を
証
明
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
咸
宜
園
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
近
代
教
育
に
も
通
ず
る
特
色
を
持
っ
た
私
塾
の
存
在
は
近
代
日
本
を
支
え
た
逸
材
を
数
多
く
育
て
ま
し
た
。

江
戸
時
代
か
ら
明
治
初
期
ま
で
に
開
塾
し
た
全
国
の
私
塾
数
は
、
現
在
ま
で
に
約
三
五
〇
〇
件
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
で
九
州
の

私
塾
数
は
全
国
の
私
塾
全
体
に
お
け
る
約
五
分
の
一
を
占
め
て
い
ま
す
。
幕
末
維
新
期
の
九
州
に
多
く
の
私
塾
が
生
ま
れ
た
背
景
に
は
咸
宜
園
の

門
下
生
た
ち
に
よ
る
教
育
の
普
及
に
邁
進
す
る
活
動
の
様
子
が
見
え
て
き
ま
す
。
九
州
の
教
育
発
展
に
お
け
る
儒
学
者
廣
瀬
淡
窓
と
咸
宜
園
の
果

た
し
た
役
割
は
大
き
く
、
今
回
の
展
示
は
咸
宜
園
と
そ
の
周
辺
に
広
が
る
九
州
の
私
塾
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
展
の
開
催
に
あ
た
り
、
公
益
財
団
法
人
廣
瀬
資
料
館
や
咸
宜
園
門
下
生
の
御
子
孫
、
そ
の
他
多
く
の
皆
様
に
御
協

力
を
賜
り
ま
し
た
。
貴
重
な
資
料
の
御
出
陳
を
快
諾
い
た
だ
き
ま
し
た
関
係
者
の
皆
様
に
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

　
　平
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二
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例　

一　

本
書
は
、
平
成
二
十
五
年
十
一
月
一
日
（
金
）
～
十
二
月
十
五
日
（
日
）
ま

で
、
咸
宜
園
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
で
開
催
す
る
特
別
展
「
九
州
の
私
塾
と
教
育

‐
咸
宜
園
と
そ
の
周
辺
‐
」
の
展
示
解
説
書
で
す
。

二　

本
展
の
企
画
及
び
本
書
の
執
筆
・
編
集
は
主
に
吉
田
博
嗣
が
行
い
、
溝
田
直
己

が
補
佐
し
た
。
な
お
、
第
一
章
の
儒
学
者
の
系
譜
は
深
町
浩
一
郎
（
研
究
員
）

が
作
成
し
た
。

三　

出
品
作
品
の
写
真
等
は
、
所
有
者
及
び
資
料
所
在
地
等
の
関
係
機
関
よ
り
借
用

し
、
そ
の
他
の
写
真
は
長
谷
川
正
美
（
雅
企
画
）
と
溝
田
直
己
が
撮
影
し
た
。

四　

出
品
作
品
の
写
真
は
、
巻
末
の
出
品
目
録
・
解
説
に
す
べ
て
掲
載
し
た
。
本
文

中
の
図
版
に
は
、
出
品
作
品
の
写
真
（
一
部
）
及
び
そ
の
他
の
写
真
を
掲
載
し

た
。

五　

下
記
の
各
位
・
機
関
の
協
力
を
得
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
し
ま
す
。

　
　

公
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財
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法
人
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瀬
資
料
館
、
公
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財
団
法
人
亀
陽
文
庫
能
古
博
物
館
、
行
橋

市
教
育
委
員
会
、
求
菩
提
資
料
館
、
大
分
県
立
先
哲
史
料
館
、
日
出
町
教
育
委

員
会
、
長
崎
市
、
シ
ー
ボ
ル
ト
記
念
館
、
多
久
市
郷
土
資
料
館
、
唐
澤
博
物

館
、
水
戸
市
教
育
委
員
会
、
足
利
市
教
育
委
員
会
、
備
前
市
教
育
委
員
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、
う

き
は
市
教
育
委
員
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光
善
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、
廣
瀬
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吉
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木
屋
陽
子
、
松
尾
幹
彦
（
順
不
同
・
敬
称
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は
じ
め
に
●
江
戸
時
代
の
教
育
機
関

私
塾
の
始
ま
り
は
、
一
七
世
紀
前
半
か
ら
後
半
に
か
け

て
儒
学
者
林
羅
山
や
松
永
尺
五
ら
朱
子
学
者
に
よ
っ
て
開

か
れ
た
塾
で
あ
る
。
そ
の
後
、
陽
明
学
の
中
江
藤
樹
や
古

義
学
の
伊
藤
仁
斎
な
ど
が
私
塾
を
経
営
す
る
に
至
っ
た
。

私
塾
は
学
者
が
私
的
に
開
い
た
塾
で
、
政
治
的
制
約
を

受
け
な
い
自
由
な
学
風
が
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
が
、
実
際

に
は
為
政
者
な
ど
に
よ
る
干
渉
や
援
助
な
ど
を
受
け
た
塾

も
あ
り
、
私
塾
と
区
別
し
て
家
塾
と
称
し
て
い
る
。

全
国
的
に
初
等
教
育
の
寺
子
屋
が
盛
ん
な
地
域
は
、
私

塾
の
需
要
も
必
然
的
に
高
く
、
互
い
の
塾
は
照
応
す
る
関

係
に
あ
っ
た
。
特
に
一
八
世
紀
後
半
以
降
は
各
地
に
私
塾

が
爆
発
的
に
増
え
た
時
期
で
あ
る
。私
塾
は
儒
学（
漢
学
）・

国
学
・
蘭
学
・
兵
学
・
天
文
学
・
医
学
な
ど
分
野
別
に
分

か
れ
て
い
た
が
、
漢
学
は
全
て
の
学
問
に
通
ず
る
基
礎
的

学
習
で
あ
っ
た
た
め
、私
塾
の
大
半
が
漢
学
塾
で
あ
っ
た
。

自
由
で
開
放
的
な
教
育
が
特
徴
で
あ
っ
た
私
塾
は
、
社
会

的
身
分
の
差
な
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。
幕
末
維
新
期
に

活
躍
し
た
逸
材
の
多
く
が
私
塾
出
身
者
で
あ
っ
た
こ
と
は

良
く
知
ら
れ
て
い
る
。
漢
学
で
は
藤
樹
書
院
・
古
義
堂
・

咸
宜
園
・
泊
園
書
院
・
松
下
村
塾
、
国
学
で
は
鈴
屋
、
蘭

学
で
は
芝
蘭
堂
・
適
塾
・
鳴
滝
塾
な
ど
が
著
名
で
あ
る
。

現
在
、
江
戸
時
代
か
ら
明
治
初
期
ま
で
に
開
設
さ
れ
た

私
塾
数
は
全
国
で
約
三
五
〇
〇
校
余
り
が
確
認
さ
れ
て
い

る
。
累
計
で
は
九
州
・
山
口
の
私
塾
数
は
約
九
五
〇
校
を

数
え
、
当
該
地
域
の
教
育
熱
の
高
さ
が
窺
え
る
。

学
）
に
分
か
れ
る
が
、
施
設
の
類
型
で
は
概
ね
幕
府
の
官

立
学
校
、
そ
し
て
藩
校
、
郷
校
（
郷
学
）、
寺
子
屋
（
手

習
塾
）、
私
塾
（
学
問
塾
）
の
五
つ
に
分
類
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
幕
府
の
学
校
と
し
て
は
湯
島
の
昌
平
坂
学
問
所

が
著
名
で
あ
る
が
、
直
参
だ
け
で
な
く
諸
藩
の
子
弟
も

学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。
藩
校
は
藩
の
主
に
家
臣
の
子
弟

を
教
育
す
る
目
的
で
設
立
し
た
学
校
で
、
寛
永
一
八
年

（
一
六
四
一
）
に
創
設
さ
れ
た
備
前
岡
山
の
花
畠
教
場
が

始
ま
り
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
全
国
各
地
に
開
設
さ
れ

た
藩
校
の
数
は
、
改
称
や
合
併
さ
れ
る
な
ど
再
編
さ
れ
た

も
の
を
含
め
る
と
明
治
初
期
ま
で
に
七
五
〇
校
が
存
在
し

た
。
代
表
的
な
例
で
は
現
存
す
る
水
戸
の
「
弘
道
館
」
な

ど
が
あ
る
。
ま
た
郷
学
は
郷
校
と
も
呼
ば
れ
、
藩
の
経
営

や
民
間
有
志
に
よ
る
設
立
、
そ
の
ほ
か
町
村
共
同
体
に
よ

る
経
営
な
ど
様
々
な
例
が
あ
り
、
民
間
立
で
あ
っ
て
も
公

的
保
護
を
受
け
て
い
る
例
な
ど
が
あ
っ
た
。
郷
校
で
最
も

古
い
開
設
例
は
備
前
の
「
閑
谷
学
校
」
で
あ
る
。
寛
文
十

年
（
一
六
七
〇
）
に
岡
山
藩
主
池
田
光
政
が
創
設
し
た
。

設
立
の
目
的
は
、
儒
学
教
育
（
仁
政
思
想
）
に
基
づ
く
政

治
の
安
定
化
を
目
指
し
、
地
方
の
農
民
指
導
者
の
教
化
で

あ
っ
た
と
さ
れ
る
。

　

一
方
、
私
学
の
興
り
は
七
世
紀
に
遡
る
例
も
あ
る
が
、

こ
こ
で
は
近
世
的
性
格
の
寺
子
屋
や
私
塾
と
す
る
。
寺
子

屋
は
近
世
社
会
の
発
展
過
程
に
お
い
て
庶
民
が
必
要
と
し

た
文
字
と
計
算
の
教
育
を
行
っ
た
施
設
で
、
形
態
は
慈
恵

的
経
営
と
職
業
的
経
営
と
が
あ
っ
た
。
教
育
の
内
容
も
私

塾
と
同
様
に
高
い
水
準
を
持
っ
た
寺
子
屋
も
あ
っ
た
。

　

江
戸
時
代
の
日
本
は
世
界
有
数
の
教
育
先
進
国
で
あ
っ

た
。
識
字
率
の
高
さ
だ
け
で
な
く
、
自
由
で
開
放
的
な
教

育
が
全
国
各
地
で
展
開
さ
れ
て
い
っ
た
。
幕
末
の
日
本
を

訪
問
し
た
ド
イ
ツ
人
の
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
フ
ォ
ン
・
シ
ー

ボ
ル
ト
や
考
古
学
者
の
シ
ュ
リ
ー
マ
ン
な
ど
多
く
の
外
国

人
が
日
本
の
教
育
の
特
徴
を
今
日
に
伝
え
て
い
る
。

　

江
戸
時
代
の
教
育
が
発
達
す
る
以
前
で
は
、
戦
国
時
代

の
教
育
施
設
と
し
て
足
利
学
校
の
存
在
は
重
要
で
あ
る
。

足
利
学
校
で
は
儒
学
の
み
が
講
じ
ら
れ
た
こ
と
に
特
色
が

あ
り
、
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
や
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ

ス
に
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
幕
藩
体
制
の
国
家
形
成
後

は
、
特
に
儒
学
が
取
り
入
れ
ら
れ
、
将
軍
吉
宗
の
享
保
の

改
革
が
画
期
と
な
っ
た
。
初
め
て
幕
府
と
し
て
儒
学
教
育

（
朱
子
学
）
の
導
入
を
積
極
的
に
推
進
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
施
策
の
本
質
は
武
士
に
限
ら
ず
全
て
の
民
衆
に
対
す

る
儒
学
の
振
興
・
普
及
の
策
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
社
会
的
階
層
を
超
え
て
教
育
が
普
及
し
た
背
景
に

は
出
版
技
術
の
発
達
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
一
七
世

紀
に
出
現
し
た
書
肆（
出
版
商
）の
存
在
が
大
き
く
、最
初
、

京
都
で
興
り
、
大
坂
、
江
戸
に
も
広
が
っ
た
結
果
、
教
育

の
普
及
に
大
き
く
貢
献
し
た
。こ
の
よ
う
な
出
版
活
動
は
、

さ
ら
な
る
文
字
社
会
の
普
及
を
促
し
、
教
育
の
普
及
・
向

上
の
基
盤
を
形
成
し
て
い
っ
た
。

　

次
に
、
江
戸
時
代
の
教
育
を
実
践
し
た
教
育
機
関
を
概

観
す
る
。
大
別
す
る
と
官
公
立
と
個
人
経
営
の
私
立
（
私

江
戸
時
代
の
教
育
と
教
育
機
関

私
塾
（
学
問
塾
）
の
誕
生
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日本の私塾一覧表 (江戸時代~明治時代初期の開設塾)

番号 都県道府名 旧国名 日資本料教※育l史 追加調査※2私塾数 番号 都県道府名 旧国名 日本資教料育史 追加調査 私塾数

1 北海道 蝦夷 81 (11) 19 27-1 摂津 12 12 。
2 青森県 陸奥 8 6 (6) 20 27-2 大阪府 和泉 1 。 36 

3 岩手県 陸奥 125 。 125 27-3 河内 5 5 。
4 宮城県 陸奥 52 18 (43) 113 28-1 摂津 7 6 。
5 秋田県 出羽 66 5 。 71 28-2 播磨 22 21 。
6 山形県 出羽 6 11 (3) 20 28-3 兵庫県 但馬 10 1 。 117 
7 福島県 陸奥 19 11 (22) 42 28-4 丹波 2 2 。
8 茨城県 常陸 23 (6) 29 28-5 淡路 11 35 。
9 栃木県 下野 19 14 。 33 29 奈良県 大和 2 5 (1) 8 

10 群馬県 上野 39 01 (85) 124 30 和歌山県 紀伊 3 6 。 9 

11 埼玉県 武蔵 45 。 45 
12-1 下総 。25 (1) 

31-1 
鳥取県

因幡 。。
8 

31-2 伯者 3 4 。
12-2 千葉県 上総 25 。(2) 56 32-1 出雲 28 30 。
12-3 安房 3 。。 32-2 島根県 石見 38 31 。 144 
13 東京都 武蔵 126 166 (2) 294 32-3 隠岐 7 10 。
14-1 
神奈川県

武蔵 5 10 。
相模

35 
14-2 6 14 。

33-1 備前 72 。。
33-2 岡山県 備中 46 2 。 148 

15-1 
新潟県

越後 27 146 (18) 
196 

15-2 佐渡 。 5 。
16 富山県 越中 4 18 (1) 23 

33-3 美作 23 5 。
34-1 
広島県

安芸 47 9 。
79 

34-2 備後 16 7 。
17-1 
石川県

加賀 14 。。
22 

17-2 能登 8 。。
35-1 
山口県

長門 51 116 。
周防

304 
35-2 42 95 。

18-1 
福井県

越前 6 5 。
若狭

28 
18-2 17 。。

36 徳島県 阿波 33 8 。 41 

37 香川県 讃岐 11 (13) 14 

19 山梨県 甲斐 22 41 (9) 72 38 愛媛県 伊予 6 。 6 

20 長野県 信濃 125 31 。 156 39 高知県 土佐 10 22 。 32 

21-1 美濃 24 1 。 40-1 筑前 18 32 。
21-2 岐阜県 飛騨 3 1 。 32 40-2 福岡県 筑後 28 74 。 170 
21-3 旧国不明 。 3 。 40-3 豊前 4 14 。
22-1 駿河 2 。。 41 佐賀県 肥前 7 17 。 24 

22-2 
静岡県

伊豆 。。
6 

22-3 近江 。。 42 長崎県 肥前 51 41 。 92 

43 熊本県 肥後 44 122 。 166 
22-4 旧国不明 。 2 。
23-1 
愛知県

尾張 26 46 。
ニ何

103 
23-2 17 14 。

44-1 
大分県

豊前 21 27 。
豊後

181 
44-2 71 62 。
45 宮崎県 日向 6 2 。 8 

24 二重県 伊勢 4 18 (2) 24 

25 滋賀県 近江 8 2 。 10 

46-1 
鹿児島県

薩摩 1 。
3 

46-2 一部琉球 。 1 。
26-1 山城 32 182 。 47 沖縄県 琉球

26-2 
京都府

丹波 。。
291 

26-3 丹後 。。 計 1，458 1，894 226 3，578 

26-4 旧国不明 。75 。
一覧表は、文部省編『日本教育史資料』第八・九巻 (1892)の「私塾寺子屋表」をもとに、その後に刊行された各都
府県の自治体史や地方教育史などの成果を加えて私塾の集成を行った結果である(平成25年3月31日現在)。調査対象
は江戸時代~明治初期(学制発布前後)に開設した塾とした。(W贋瀬談窓と成宜園一近世日本の教育遺産として一』
(日関市教育委員会2013)より転載)

※1 R. /レピンジャー著 『私塾』に記載のある私塾総数は、設立年により分類しているため1，493件となっている。
日岡市では『日本教育史資料』第八・九巻の「私塾寺子屋表Jから都道府県別に私塾を分類するとともに心学塾を
除いたため、総数に違いがある。

※2 追加調査の数には私塾かどうかの判別が困難な例もあったが、総数に含めた上で該当する件数を oで表記した。



5

比
均

a
u-Uは
挽
外
川
町
m
w
Mパ
m
w
d
H
Ar
M
@
帥
削
凶
戸
伊
J
-

一
V
J
V
O

即
時
水
世
〆
川
叫

人

Ard

-m
a
M
川
一
ヤ
ザ
m
H
p
d
M
札
戸
-
v
dI
J
JY
。
前
払
川
八

J
f
a
r
J
。

r
O
F
f
-
r
A
f
d
d
d
c
mだ
V

P
P
J
T同
列
。

m
r
v
m川
P
M
m一昨
日
e
mm
が
J
-
が

-M'
d
v
w
Hゲ
J
r
l
r
J
'
a

がぽ川
fdAmp-X
へ"

9

0

3

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

、、、

、
、
、
、

‘、、

、
、
、

.. 

此
怠
ノ
ヨ
ト
ナ

y
。
仙
荏
ノ
梼
土
林

rT
4
。
A
M
A

羽
ヨ
?
錯
ヲ
得
-
Y
@
幽
問
セ
ク
ド
グ

y
r
F
4・郎
町
-
F
U
'

ァ
。
，
R

・一

l
o

-

-

.

.
 
、
、
、
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
‘

、
、
‘
、
、
、
、

.. 
、
、
、
、
、
.
、
、
、
、

山
鳩
山
刈
U
A

。
ぽ
悶
兵
段
。

=一
開
通
覧
J
-
一
昨
ヲ
若

γro
外
拠
ヨ
宮
川
本
I
向
ア
ヨ

ト
ヲ
公
ヒ
。
仲
片
防
聴
J

雄
'
色
圃
L

••• 

、
、、

、、

.. 
、
‘、、

‘、

、
、
、
、
、
、

、
、
、
、

、
、

、
、
、
、
、
‘
、
、
司

UJγ
。
前
打
.1'山
山

V
P
7
0

人
心
宇
山
品
勤

"h
y
--
一
四
ツ

e
y
a
雛
セ

-
Y
V
3
J
。
然
V

ト
ミ
子
平
方
一
名
。
品
品
目
官
，
A
曹
町

、、

.
、
、
、
、
、

‘.、、.
、
、.

一
日
山
脇
h
y
o

花
北
町
川
幼
/
耳
ユ

宅
問
主
タ

q
d

0

0

 

肥
役
八
代
。
治
誌
守
f

仲
比
仲
村
佐
山
砂
ト
式

y

へ
r
'
O
R制
ιf賀
川
ヒ
人
J

予
e『
・

7
。
怯
械

k
人
ノ
品
ナ

F

肥
三
託
子
三
げ
ケ
ザ
O

此
λ
女
同
中
一一
長

M
4
0
J
7
6
タ

メ
ω

此
均
筑
前
二
此
巳
。

刷
出
品
、
中
.

E

相
u地
ス

今井出

rf坑
セ
-
Y
M
f
e
H
阿
部
/
笹
，
ヒ
和
七
首
ヲ
眠
シ

ク
。
先

k
品
事
訴
。
先
生
川
相
自
r
o
J
。
兆
明
和

t
川
附
川

y
。
人
脱
ヅ
タ
陥
宮
七
世
O

M

は
市
此
比
長
岡

sz-帯向
川
M
F

守
ト

γ
3
0小
品
品
吋
叩
ナ
ヲ

叉

phM戸
水
晶
屯
抑

h
7
3
0
時
晶
子
始
9
・
九
郎
ヲ
都
フ

加，、

仲
山
崎
悦

E

官
事
-
一
京
A

Y

2

ト
ア

V

目
。
必
位
f
ア

.， 

s 
a、。
lじ

I也、I{j

i[-慌
応、3
.セ

ノ

内

(庁
記

問・セ
ペ、ジ
r・将
何、一

人・常
時、此

可it、ー



6

第
一
章
●
九
州
の
儒
学
者
と
廣
瀬
淡
窓
の
咸
宜
園

に
大
い
に
参
考
と
さ
れ
た
。「
亀
井
（
南
冥
・
昭
陽
）
家

の
墓
」（
福
岡
県
指
定
史
跡
）

【
亀
井
昭
陽
】（
一
七
七
三
‐
一
八
三
六
）

南
冥
を
父
に
持
つ
昭
陽
は
若
年
に
し
て
周
防
岩
国
の
役

藍
泉
に
師
事
し
た
。
頼
山
陽
や
古
賀
穀
堂
と
共
に
「
文

政
の
三
太
郎
」
と
称
さ

れ
た
才
能
の
持
ち
主
で

あ
っ
た
。
寛
政
四
年

（
一
七
九
二
）
に
寛
政
異

学
の
禁
に
影
響
を
受
け
、

南
冥
が
藩
よ
り
罷
免
さ
れ

た
こ
と
か
ら
家
督
を
継
ぎ

藩
儒
と
し
て
採
用
さ
れ

た
。
六
年
後
に
甘
棠
館
が

火
災
で
焼
失
し
た
後
は
廃

校
と
な
り
、
免
官
と
な
っ

た
。
そ
の
後
は
私
塾
「
百

道
社
」
な
ど
を
経
営
し
、
廣
瀬
淡
窓
や
旭
荘
、
岡
研
介
な

ど
咸
宜
園
出
身
者
が
遊
学
し
た
。

【
原
震
平
】（
一
七
六
七
‐
一
八
二
七
）

筑
前
秋
月
の
人
。
本
姓
は
手
塚
、
名
は
叔
喗
・
震
、
字
は

士
萌
、
通
称
は
震
平
、
号
は
じ
め
臥
雪
の
ち
古
処
山
人
と

し
た
。
秋
月
藩
士
手
塚
辰
詮
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
る
。

幼
年
よ
り
学
問
を
好
み
、
そ
の
優
れ
た
資
質
を
買
わ
れ
て

秋
月
藩
校
稽
古
館
の
教
授
原
担
斎
の
養
子
と
な
る
。
18
歳

の
と
き
藩
命
に
て
亀
井
南
冥
の
甘
棠
館
に
入
門
し
た
。
南

冥
曰
く
「
詩
文
の
才
能
は
自
分
以
上
で
あ
る
。
息
子
の
昭

他
書
ヲ
考
フ
ル
コ
ト
能
ハ
ズ
。
但
シ
邦
儒
ノ
著
述
ナ
ド

少
々
讀
ミ
テ
。
其
人
ノ
一
斑
ヲ
知
ル
所
ア
リ
。
今
口
ニ
マ

カ
セ
テ
。
其
見
ル
處
ヲ
述
フ
ル
ノ
ミ
。（
後
略
）」

こ
こ
で
は
著
名
な
儒
学
者
の
名
と
各
学
派
に
触
れ
、

個
々
に
説
明
を
付
し
た
後
、九
州
の
儒
学
者
が
登
場
す
る
。

「（
中
略
）
我
海
西
九
州
ノ
文
學
ハ
。
肥
前
ノ
僧
大
潮
ヨ

リ
開
ケ
タ
ル
コ
ト
多
シ
。
大
潮
ハ
徂
徠
ヨ
リ
少
キ
コ
ト

十
三
歳
。
徂
徠
ノ
弟
子
ニ
ハ
有
ラ
ネ
ド
モ
。
其
交
親
シ
ク
。

學
問
詩
文
。
徂
徠
ノ
説
ニ
ヨ
リ
テ
修
セ
シ
人
ナ
リ
。
徂
徠

歿
後
。
其
餘
聲
天
下
ヲ
動
カ
ス
。
海
西
ノ
人
。
其
風
ヲ
キ

キ
テ
慕
ヒ
。
皆
大
潮
ニ
從
テ
其
説
ヲ
學
ビ
シ
ナ
リ
。
我
郷

ニ
僧
法
蘭
・
寶
月
ア
リ
。
文
辭
ヲ
能
ク
セ
リ
。
皆
大
潮
ノ

弟
子
ナ
リ
。
予
ガ
幼
時
從
遊
セ
リ
。
筑
ノ
南
溟
先
生
、
肥

ノ
髙
君
秉
。
黄
道
符
。
皆
大
潮
ノ
弟
子
ナ
リ
。（
後
略
）」

「
儒
林
評
」
の
記
述
に
は
、
僧
大
潮
の
後
に
三
浦
梅
園

（
P8
詳
述
）、
亀
井
南
冥
、
亀
井
昭
陽
、
原
震
平
（
古
処
）、

田
能
村
竹
田
、
中
島
子
玉
な
ど
が
続
く
。

【
亀
井
南
冥
】（
一
七
四
三
‐
一
八
一
四
）

筑
前
早
良
郡
の
村
医
亀
井
聴
因
の
長
男
。
名
は
魯
、
字

は
道
載
、
通
称
は
主
水
、
号
を
南
冥
と
し
た
。
亀
門
学
の

祖
で
あ
る
。
先
述
し
た
僧
大
潮
に
学
ん
だ
後
、
永
富
独
嘯

庵
に
師
事
し
た
。
宝
暦
一
二
年
（
一
七
六
二
）
に
博
多
唐

人
町
で
医
業
を
す
る
傍
ら
で
私
塾
を
開
い
て
教
授
し
た
。

安
永
七
年
（
一
七
七
八
）
に
福
岡
藩
は
南
冥
を
儒
医
と
し
、

六
年
後
、藩
の
学
問
所
・
甘
棠
館
の
祭
酒
（
学
長
）
と
な
っ

た
。
淡
窓
は
一
六
歳
の
と
き
、
南
冥
の
門
下
と
し
て
二
年

余
り
の
期
間
学
ん
だ
。
そ
の
時
の
経
験
が
咸
宜
園
の
運
営

江
戸
時
代
に
は
広
く
学
芸
の
世
界
を
概
観
し
、
著
名
な

学
者
・
文
人
・
画
家
・
医
者
等
の
氏
名
を
取
り
上
げ
て
刊

行
さ
れ
た
書
物
や
番
付
表
な
ど
の
印
刷
が
あ
る
。
江
戸
や

京
坂
な
ど
特
定
さ
れ
た
地
域
と
時
期
で
あ
る
な
ど
偏
り
は

あ
る
が
当
時
の
学
芸
世
界
の
一
端
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で

き
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。

著
名
な
も
の
に
京
都
を
対
象
と
し
た
人
名
録
『
平
安
人

物
誌
』（
明
和
五
年
〜
慶
応
三
年
ま
で
計
九
版
）
が
あ
り
、

ま
た
江
戸
を
対
象
と
し
た
も
の
に
『
安
政
文
雅
人
名
録
』

（
安
政
七
年
・
文
久
三
年
に
続
編
）
が
あ
る
。
そ
の
ほ
か
、

儒
学
者
だ
け
の
番
付
と
し
て
、「
寛
政
異
学
の
禁
」
直
前

の
天
明
八
年
（
一
七
八
八
）
に
作
成
さ
れ
た
『
学
者
角
力

勝
附
評
判
』
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ
で
も
九
州

の
儒
学
者
は
上
位
に
見
当
た
ら
な
い
。

そ
こ
で
、
今
回
は
展
示
テ
ー
マ
に
関
連
し
て
、
思
想
的

ま
た
は
哲
学
的
に
優
れ
た
儒
学
者
だ
け
で
な
く
、
教
育
者

あ
る
い
は
私
塾
経
営
者
と
し
て
の
観
点
か
ら
人
物
を
取
り

上
げ
、
さ
ら
に
そ
の
評
価
軸
を
廣
瀬
淡
窓
の
視
点
に
置
い

て
九
州
の
儒
学
者
を
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
従
来
か
ら

知
ら
れ
て
い
た
が
、
淡
窓
の
著
述
「
儒
林
評
」
や
「
懐
旧

楼
筆
記
」
な
ど
に
儒
学
者
の
特
徴
や
人
格
等
が
描
写
さ
れ

て
い
る
。「
儒
林
評
」
は
次
の
よ
う
に
始
ま
る
。

「
近
世
儒
林
ノ
人
物
ハ
。
先
哲
叢
談
ニ
略
ボ
載
セ
タ
リ
。

然
レ
ト
モ
其
品
目
ヲ
ナ
ス
ニ
至
リ
テ
ハ
。
其
人
ノ
心
ニ
ア

リ
。
且
叢
談
ノ
ノ
ス
ル
所
モ
僅
々
タ
リ
。
余
固
ヨ
リ
廣
ク

九
州
の
儒
学
者

左：亀井昭陽、右：亀井南冥（公益財団法人亀陽文庫）
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あ
っ
た
豊
後
国
大
分
郡
高
田
郷
常
行
で
、
熊
本
藩
の
藩
医

毛
利
太
玄
の
第
二
子
と
し
て
生
ま
れ
る
。
一
四
歳
の
時
に

高
田
郷
で
塾
を
開
い
て
い
た
脇
蘭
室
に
師
事
。
文
化
十
年

（
一
八
一
三
）
に
は
、
速
見
郡
日
出
の
帆
足
万
里
の
も
と

で
儒
学
を
学
び
、
そ
の
後
、
熊
本
藩
の
藩
校
時
習
館
、
福

岡
藩
の
亀
井
昭
陽
に
も
学
ん
だ
。

　

二
八
歳
で
帰
郷
し
て
、
自
宅
と
塾
を
建
て
、
自
宅
を
天

勝
堂
、
塾
を
知
来
館
と
称
し
た
。
知
来
館
の
門
弟
は
千
人

を
超
え
、
空
桑
が
説
い
た
尊
皇
思
想
は
明
治
維
新
に
も
影

響
を
与
え
た
。
吉
田
松
陰
や
斉
藤
監
物
ら
も
塾
を
訪
れ
、

空
桑
と
意
見
を
交
わ
し
た
と
言
わ
れ
る
。
明
治
一
七
年

（
一
八
八
四
）
に
八
八
歳
で
没
し
た
。
旧
宅
及
び
塾
跡
の

一
部
が
保
存
さ
れ
て
い
る
。「
毛
利
空
桑
旧
宅
及
び
塾
跡
」・

「
毛
利
空
桑
墓
」（
い
ず
れ
も
大
分
県
指
定
史
跡
）

【
恒
遠
醒
窓
】（
一
八
〇
三
‐
一
八
六
一
）

　
「
蔵
春
園
跡
」（
福
岡
県
指
定
史
跡
）・「
蔵
春
園
関
係
資
料
」

　
（
豊
前
市
指
定
有
形
文
化
財
（
歴
史
資
料
））（
P14
‐
15
詳
述
）

【
村
上
仏
山
】（
一
八
一
〇
‐
一
八
七
九
）

　
「
仏
山
塾
（
水
哉
園
）
跡
」（
福
岡
県
指
定
史
跡
）・「
仏
山
塾

　

関
係
資
料
」（
福
岡
県
指
定
有
形
文
化
財
（
歴
史
資
料
））（
P16

　

‐
17
詳
述
）

【
楠
本
端
山
】（
一
八
二
八
‐
一
八
八
三
）「
楠
本
端
山
旧
宅
と

　

楠
本
家
墓
地
土
墳
群
７
基
」（
長
崎
県
指
定
史
跡
）（
P20
詳
述
）

【
楠
本
碩
水
】（
一
八
三
二
‐
一
九
一
六
）（
P20
詳
述
）

半
年
間
学
び
、
豊
後
の
三
浦
梅
園
、
大
坂
の
中
井
竹
山
の

懐
徳
堂
で
学
業
を
修
め
た
。
寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）、

蘭
室
は
帰
郷
し
て
私
塾
「
菊
園
」
を
開
い
た
。
同
三
年

（
一
七
九
一
）
に
は
帆
足
万
里
が
一
四
歳
で
入
門
し
て
い

る
。
寛
政
九
年
に
藩
校
時
習
館
の
訓
導
と
し
て
迎
え
ら
れ

た
が
、
他
藩
出
身
の
蘭
室
は
受
け
入
れ
ら
れ
ず
、
翌
年
、

同
館
を
辞
す
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
そ
の
才
を
惜
し
ん

だ
藩
主
・
細
川
斉
茲
に
よ
り
、
熊
本
藩
の
飛
び
地
で
あ
っ

た
大
分
郡
鶴
崎
（
現
在
の
大
分
市
）
に
迎
え
ら
れ
て
塾
を

開
き
、
藩
士
子
弟
の
教
育
に
あ
た
っ
た
。
こ
の
塾
で
の
高

弟
に
毛
利
空
桑
が
い
る
。
文
化
一
一
年
（
一
八
一
四
）
に

逝
去
。
享
年
五
一
歳
で
あ
っ
た
。
大
分
市
鶴
崎
寺
司
浜
に

は
、
帆
足
万
里
の
書
で
「
文
教
脇
先
生
墓
」
と
刻
ま
れ
た

墓
が
あ
る
。「
脇
蘭
室
墓
」（
大
分
県
指
定
史
跡
）

【
田
能
村
竹
田
】（
一
七
七
七
‐
一
八
三
五
）（
P22
詳
述
））

【
帆
足
万
里
】（
一
七
七
八
‐
一
八
五
二
）

　
「
帆
足
万
里
墓
」（
大
分
県
指
定
史
跡
）（
P8
詳
述
）

【
草
場
佩
川
】（
一
七
八
七
‐
一
八
六
七
）（
P22
詳
述
）

【
毛
利
空
桑
】（
一
七
九
七
〜
一
八
八
四
）

豊
後
国
大
分
郡

高
田
郷
（
現
在
の

大
分
市
鶴
崎
）
出

身
の
儒
学
者
、
教

育
家
、
尊
皇
論

者
。
名
は
倹
、
字

は
慎
甫
、
通
称
は

到
。
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
に
、
熊
本
藩
の
飛
び
地
で

陽
も
貴
方
に
は
敵
わ
な
い
。」
と
評
し
た
。
天
明
七
年

（
一
七
八
七
）
に
稽
古
館
の
訓
導
に
就
き
、
そ
の
後
、
寛

政
一
二
年
（
一
八
〇
〇
）
三
四
歳
で
稽
古
館
の
教
授
に
就

任
し
た
。
古
処
は
稽
古
館
の
隣
に
あ
っ
た
自
分
の
屋
敷
で

私
塾
を
開
い
て
い
た
が
門
下
生
の
増
加
に
伴
い
、
文
化
二

年
（
一
八
〇
五
）
に
藩
主
黒
田
長
舒
の
許
可
を
得
て
屋
敷

地
を
拝
領
し
新
た
に
私
塾
「
古
処
山
堂
」
を
開
い
た
。
文

化
九
年
、
稽
古
館
教
授
を
含
め
す
べ
て
の
役
職
を
失
い
、

同
一
〇
年
長
男
瑛
太
郎
（
白
圭
）
に
家
督
を
譲
っ
て
四
七

歳
で
隠
居
し
た
古
処
は
妻
ゆ
き
や
娘
の
猷
（
み
ち
。
後
の

原
采
蘋
）、
次
男
の
瑾
次
郎
（
鳩
巣
）
を
伴
っ
て
九
州
各

地
や
中
国
地
方
を
旅
し
た
。
旅
行
の
際
に
は
、
師
亀
井
南

冥
の
遺
品
「
東
西
南
北
人
」
と
刻
印
さ
れ
た
印
章
を
常
に

携
行
し
た
。
病
の
た
め
文
政
十
年
（
一
八
二
七
）
に
享
年

六
一
歳
で
そ
の
生
涯
を
閉
じ
た
。墓
所
は
秋
月
の
西
念
寺
。

墓
碑
銘
「
原
古
処
先
生
之
墓
」
は
頼
山
陽
の
書
、
墓
碑
側

面
に
は
廣
瀬
淡
窓
作
の
漢
詩
が
刻
ま
れ
る
。
古
処
の
詩
は

『
古
処
山
堂
詩
集
』
な
ど
に
収
載
さ
れ
る
。
娘
の
原
采
蘋

（
猷
）
も
女
流
詩
人
と
し
て
著
名
で
あ
る
。

【
脇
蘭
室
】（
一
七
六
四
〜
一
八
一
四
）

豊
後
国
速
見
郡
小
浦
村
（
現
在
の
日
出
町
豊
岡
）
出
身

の
儒
学
者
。
名
は
長
之
、
字
は
子
善
、
通
称
は
儀
一
郎
。

蘭
室
、
菊
園
、　

愚
山
と
号
し
た
。
明
和
元
年
、
小
浦
村

の
庄
屋
で
あ
っ
た
脇
家
の
分
家
に
生
ま
れ
た
。
先
祖
は
南

北
朝
時
代
の
南
朝
の
忠
臣
脇
屋
儀
助
（
新
田
義
貞
の
弟
）

と
言
わ
れ
る
。
天
明
四
年
（
一
七
八
四
）、
二
一
歳
の
時

に
熊
本
藩
の
藩
校
時
習
館
を
訪
ね
て
薮
孤
山
に
朱
子
学
を

毛利空桑 ( 大分市教育委員会提供）
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国
東
郡
富
永
村
（
現
在
の
国
東
市
）
出
身
の
哲
学
者
。「
条
理
学
」
の

提
唱
者
。
名
は
晋
、
字
は
安
貞
、
号
は
梅
園
と
し
た
。
三
浦
家
は
先
々

代
よ
り
医
を
業
と
し
た
が
、
そ
の
傍
ら
で
農
業
も
営
ん
だ
。

　

梅
園
は
、
最
初
、
豊
後
国
杵
築
藩
の
綾
部
絅
斎
に
学
び
、
続
い
て
豊

前
中
津
藩
の
藤
田
敬
所
に
師
事
し
た
後
は
長
崎
な
ど
に
遊
学
し
た
。
少

年
時
代
よ
り
読
書
を
好
み
、
早
く
か
ら
天
地
造
化
の
理
に
疑
問
を
呈
し
、

中
国
の
天
文
学
の
書
物
な
ど
を
学
び
、
自
ら
天
象
を
模
し
た
器
械
を
作

製
し
て
思
索
に
熱
中
し
た
。
哲
学
者
の
一
方
で
優
れ
た
科
学
者
の
一
面

を
持
っ
て
お
り
、
そ
の
才
能
は
天
文
学
か
ら
生
物
学
、
医
学
、
文
学
な

ど
多
岐
に
わ
た
っ
た
。「
梅
園
三
語
」
と
す
る
書
物
に
は
、
儒
学
と
洋

学
の
思
想
の
調
和
に
よ
り
宇
宙
の
構
造
を
説
明
し
た
「
玄
語
」「
贅
語
」

の
ほ
か
、
道
徳
を
論
じ
た
「
敢
語
」
が
あ
る
。

　

廣
瀬
淡
窓
は
そ
の
著「
儒
林
評
」に
梅
園
を
次
の
よ
う
に
評
し
た
。「
我

豊
後
ニ
テ
先
輩
ノ
高
名
ナ
ル
ハ
。
杵
築
ノ
三
浦
安
貞
ナ
リ
。
安
貞
ハ
條

理
學
ト
云
フ
事
ヲ
。
自
ラ
始
メ
タ
リ
。
宋
儒
窮
理
ノ
説
ニ
似
テ　

少
シ

ク
異
ナ
リ
。
生
涯
仕
ヘ
ズ
。
弟
子
ヲ
敎
授
ス
ル
コ
ト
ヲ
事
ト
セ
リ
。
從

遊
ノ
者
。
筑
ノ
龜
井
ト
相
比
セ
リ
。
海
西
ニ
テ
。
四
方
ヨ
リ
生
徒
ノ
多

ク
聚
マ
ル
コ
ト
ア
ル
ハ
。
三
浦
龜
井
ノ
二
先
生
ヨ
リ
始
レ
リ
。
三
浦
ノ

門
人
ニ
。
脇
義
一
郎
ト
云
フ
儒
者
ア
リ
。
予
ガ
童
幼
ノ
時
。
書
信
往
復

セ
シ
コ
ト
ア
リ
。
卽
チ
日
出
ノ
帆
足
愚
亭
ガ
師
ナ
リ
。
帆
足
モ
窮
理
ヲ

好
ミ
。
又
生
徒
ヲ
敎
授
ス
ル
コ
ト
。
三
浦
ノ
學
脉
ヨ
リ
傳
フ
ル
處
ア
リ

ト
覺
ユ
。
安
貞
ノ
子
修
齢
。
予
嘗
テ
相
見
ス
。
杵
築
公
ニ
仕
ヘ
タ
リ
。

コ
レ
モ
ヨ
キ
儒
者

ナ
リ
。
今
ハ
歿
セ

リ
。」
梅
園
は
寛

政
元
年
に
逝
去

し
、
享
年
六
七
歳

で
あ
っ
た
。

　

豊
後
国
日
出
藩
の
儒
学

者
。
名
は
万
里
、
字
は
鵬

卿
、
通
称
は
里
吉
で
号
を

愚
亭
と
し
た
。
日
出
藩
家

老
の
帆
足
兵
部
通
文
の
二

男
。寛
政
三
年（
一
七
九
一
）

一
四
歳
の
時
に
三
浦
梅
園

や
脇
愚
山
（
蘭
室
）
に
学
ん
だ
後
、
大
坂
の
中
井
竹
山
や
筑
前
の
亀
井

南
冥
ら
に
師
事
し
た
。
特
に
同
郷
の
先
哲
・
梅
園
の
学
問
に
深
く
影
響

を
受
け
た
。
万
里
の
学
問
は
幅
が
広
く
、
和
漢
の
学
術
を
究
め
た
上
に
、

天
文
・
律
暦
・
医
術
・
算
数
・
仏
教
・
経
済
・
蘭
学
に
も
精
通
し
て
い
た
。

経
学
は
程
朱
の
学
、
い
わ
ゆ
る
宋
学
を
基
本
と
し
な
が
ら
も
、
漢
唐
の

訓
詁
学
や
我
が
国
の
荻
生
徂
徠
・
伊
藤
仁
斎
・
中
井
履
軒
等
の
説
を
も

参
考
折
衷
し
て
自
家
独
自
の
見
解
を
持
っ
て
い
た
。

　

享
和
三
年
（
一
八
〇
三
）
日
出
藩
の
認
可
と
援
助
を
受
け
て
家
塾
「
稽

古
堂
」
を
開
設
。
翌
年
に
は
藩
に
出
仕
し
て
藩
学
教
授
と
な
っ
た
。
天

保
三
年
（
一
八
三
二
）
五
五
歳
の
時
に
家
老
と
な
っ
た
た
め
、
一
旦
家

塾
を
閉
じ
て
藩
財
政
の
立
直
し
に
奔
走
す
る
。
同
一
三
年
に
は
藩
務
を

辞
し
て
隠
棲
し
、
私
塾
「
西
崦
精
舎
」
を
創
め
た
。
門
下
に
は
儒
学
者

毛
利
空
桑
や
本
草
学
者
賀
来
飛
霞
な
ど
が
い
る
が
、飛
霞
は
精
緻
な
「
西

崦
精
舎
図
」
を
残
し
て
い
る
。
万
里
の
代
表
作
に
西
洋
の
自
然
科
学
に

通
じ
た
科
学
書
『
窮
理
通
』
が
あ
る
。
万
里
の
嗣
子
亮
吉
（
旧
姓
は
吉

田
）
は
咸
宜
園
門
下
生
で
、
後
に
万
里
の
も
と
で
学
ん
だ
人
物
で
あ
る
。

廣
瀬
淡
窓
は
万
里
の
こ
と
を
自
叙
伝
「
懐
旧
楼
筆
記
」
に
触
れ
た
。「
寛

政
十
三
年
辛
酉
。
予
歳
二
十
。（
中
略
）
此
春
。
日
出
ノ
藩
士
。
帆
足
里

吉
来
訪
ヘ
リ
。（
中
略
）
名
ハ
萬
里

字
ハ
鵬
卿
ト
稱
ス
。
幼
ヨ
リ
學
ヲ

好
ミ
。
博
聞
強
記
ニ
シ
テ
。
文
章

ヲ
能
セ
リ
。
今
年
二
十
四
歳
ナ
リ
。

此
人
。
後
來
其
名
益
高
ク
。
一
世

ニ
於
テ
。
大
儒
ノ
稱
ヲ
得
タ
リ
。」

嘉
永
五
年
に
逝
去
。
享
年
七
五
歳
。

　

日
田
郡
豆
田
町
（
現
在
の
日
田
市
）
出
身
の
儒
学
者
・
教
育
者
・
詩
人
。

名
は
簡
の
ち
建
、字
は
廉
卿
、子
基
、通
称
は
求
馬
。
淡
窓
は
号
で
あ
る
。

廣
瀬
家
の
家
業
は
代
々
商
家
を
営
ん
で
い
た
が
、
後
に
幕
府
の
掛
屋
や

諸
藩
の
御
用
達
を
務
め
た
豪
商
で
も
あ
っ
た
。
淡
窓
は
幼
少
よ
り
父
桃

秋
か
ら
習
字
の
手
ほ
ど
き
や
『
孝
経
』
の
講
義
を
受
け
、
伯
父
で
俳
人

の
月
化
に
も
文
学
的
側
面
で
影
響
を
受
け
た
。
そ
の
後
、
儒
学
者
の
松

下
西
洋
や
亀
井
南
冥
に
師
事
し
た
後
、
家
督
を
弟
の
久
兵
衛
に
ゆ
ず
り

学
問
の
道
に
進
ん
だ
。

　

文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）
豆
田
町
の
長
福
寺
境
内
で
学
寮
を
借
り
て

開
塾
し
、
塾
生
二
人
と
共
同
生
活
し
な
が
ら
教
授
し
た
の
が
咸
宜
園
の

始
ま
り
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、「
成
章
舎
」「
桂
林
園
」
と
場
所
や
塾
名

を
変
え
な
が
ら
変
遷
し
、
文
化
一
四
年
に
現
在
の
場
所
に
「
咸
宜
園
」

を
開
く
。
塾
名
の
「
咸
宜
」
と
は
『
詩
経
』
か
ら
取
っ
た
言
葉
で
「
咸

く
宜
し
」
と
言
う
意
味
で
あ
る
。
塾
は
、当
時
と
し
て
は
画
期
的
な
「
三

奪
法
」
が
あ
り
、
入
門
に
際
し
て
「
身
分
・
年
齢
・
学
歴
」
の
三
つ
を

奪
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
全
国
各
地
の
青
年
た
ち
が
集
ま
っ
て
き
た
。
一

方
、
塾
内
で
は
徹
底
し
た
実
力
主
義
が
実
践
さ
れ
、
毎
月
実
施
さ
れ
る

試
験
の
結
果
に
よ
り
進
級
す
る
制
度
を
導
入
し
、
そ
の
成
績
は
毎
月

二
五
日
前
後
に
口
頭
で
発
表
さ
れ
、
月
初
め
に
は
塾
内
に
成
績
表
が
貼

り
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
を
「
月
旦
評
」
と
呼
ん
だ
。

そ
の
他
、
塾
の
自
治
を
生
徒
に
ま
か
せ
る
た
め
、
様
々
な
役
割
を
塾
生

に
与
え
て
社
会
へ
の
適
応
性
を
身
に
付
け
さ
せ
た
「
職
任
」
制
が
あ
っ

た
。
近
代
教
育
の
先
駆
け
と
も
言
え
る
画
期
的
な
教
育
シ
ス
テ
ム
を
整

え
た
咸
宜
園
に
は
全
国
各
地
か
ら
塾
生
が
集
ま
り
、
明
治
三
〇
年
に
閉

塾
す
る
ま
で
約
五
〇
〇
〇

名
も
の
門
下
生
を
輩
出
し

た
。
主
な
門
下
生
に
は
兵

学
者
の
大
村
益
次
郎
や
写

真
術
の
上
野
彦
馬
等
が
い

る
。
淡
窓
は
安
政
三
年

（
一
八
五
六
）、
七
五
歳
の

生
涯
を
閉
じ
た
。

廣
瀬

　淡
窓
（
一
七
八
二
‐
一
八
五
六
）

帆
足

　万
里
（
一
七
七
八
‐
一
八
五
二
）

コ
ラ
ム
「
豊
後
の
三
賢
」

三
浦

　梅
園
（
一
七
二
三
‐
一
七
八
九
）
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九
級
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
上
、
各
級
に
は
上
下
の
別
が

あ
っ
た
た
め
、
全
部
で
一
九
等
級
で
あ
っ
た
。
毎
月
二
五

日
頃
に
進
級
者
の
発
表
が
あ
り
、
次
月
の
初
め
に
「
月
旦

評
」
と
呼
ば
れ
た
在
籍
者
全
員
が
掲
載
さ
れ
た
成
績
表
が

貼
り
出
さ
れ
た
。そ
の
他
、咸
宜
園
に
は
塾
則（
八
二
項
目
）

や
塾
内
で
の
生
活
態
度
を
律
す
る
告
諭
（
生
徒
心
得
）
が

あ
り
、こ
れ
に
違
反
す
る
と
退
塾
さ
せ
ら
れ
た
例
も
あ
る
。

規
則
正
し
い
学
習
と
生
活
が
続
く
咸
宜
園
に
も
毎
月
「
放

学
」
と
称
し
た
日
が
あ
っ
た
。
塾
生
を
学
問
や
塾
則
か
ら

一
時
解
放
し
、
時
に
は
市
内
各
所
に
淡
窓
と
出
か
け
て
は

皆
で
弁
当
を
開
き
、
詩
作
に
興
じ
る
場
面
も
あ
っ
た
。

〈
僧
侶
〉
小
栗
栖
香
頂
（
真
宗
中
国
布
教
の
先
鞭
者
）、
釈

徳
令
（
私
塾
修
文
館
）、
唐
川
即
定
（
咸
宜
園
第
五
代

塾
主
）、
平
野
五
岳
（
詩
書
画
の
三
絶
僧
）、
赤
松
連
城

〈
儒
学
者
〉
中
島
子
玉
（
佐
伯
藩
儒
）、
谷
口
藍
田
（
鹿
島

藩
儒
）、
恒
遠
醒
窓
（
私
塾
蔵
春
園
）、
秋
月
橘
門
（
葛

飾
県
知
事
）、
楠
本
端
山
・
碩
水
（
平
戸
藩
儒
）

〈
蘭
学
者
〉
岡
研
介
（
鳴
滝
塾
塾
頭
）、
高
野
長
英

〈
歌
人
・
画
人
〉
大
隈
言
道
（
歌
人
）、帆
足
杏
雨
（
南
画
家
）

〈
政
治
家
〉
大
村
益
次
郎
（
兵
学
者
）、
松
田
道
之
（
東
京

府
知
事
）、
長
三
洲
（
文
部

大
丞
）、
清
浦
奎
吾
（
内

閣
総
理
大
臣
）、
横
田
国
臣
（
大
審
院
長
）

〈
実
業
家
〉
朝
吹
英
二
（
三
井
・
三
菱
財
閥
の
役
員
等
）

〈
そ
の
他
〉
上
野
彦
馬
（
写
真
術
の
祖
）、
山
本
晴
海
（
砲

術
家
）、
小
林
安
石
・
玉
井
忠
田
（
医
家
）

よ
う
に
土
地
を
新
た
に
買
い
求
め
て
塾
舎
を
建
築
す
る
例

な
ど
非
常
に
稀
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
咸
宜
園
の
始
ま
り

は
文
化
二
年
の
長
福
寺
学
寮
を
借
り
て
の
開
塾
で
あ
っ
た

が
、
そ
の
後
も
町
家
を
間
借
り
し
た
「
成
章
舎
」
や
生
家

の
土
蔵
で
教
授
す
る
な
ど
、
初
め
て
塾
舎
を
建
築
し
た
の

は
文
化
四
年
の
「
桂
林
園
」
開
塾
の
時
で
あ
っ
た
。
現
在
、

明
治
一
六
年
と
大
正
二
年
に
作
成
さ
れ
た「
咸
宜
園
絵
図
」

が
あ
る
が
敷
地
は
東
西
に
拡
が
り
、
塾
主
の
居
宅
や
東
西

二
つ
の
講
堂
、
東
塾
や
南
塾
と
称
し
た
学
生
寮
な
ど
遠
地

か
ら
遊
学
す
る
学
生
の
た
め
に
生
活
環
境
も
整
っ
て
い
た

こ
と
が
わ
か
る
。
明
治
絵
図
に
は
隣
の
民
家
を
借
り
上
げ

て
北
塾
と
記
し
て
お
り
如
何
に
塾
が
盛
況
だ
っ
た
か
も
わ

か
る
。

咸
宜
園
教
育
の
特
色
は
、
淡
窓
が
長
年
に
わ
た
る
教
育

実
践
の
中
で
工
夫
を
重
ね
、
改
良
を
加
え
て
創
り
上
げ
た

教
育
シ
ス
テ
ム
に
あ
る
。そ
れ
は
塾
生
の
個
性
を
尊
重
し
、

徹
底
し
た
平
等
主
義
と
実
力
主
義
、
そ
し
て
実
学
主
義
の

追
及
で
も
あ
っ
た
。

学
習
内
容
は
、
漢
学
塾
の
た
め
四
書
五
経
や
中
国
の
歴

史
書
、
漢
詩
集
な
ど
を
中
心
と
し
て
、
成
績
等
級
別
に
素

読
・
輪
読
・
輪
講
・
会
読
な
ど
の
学
習
と
な
っ
て
い
た
。

塾
生
は
入
門
時
に
「
身
分
・
年
齢
・
学
歴
」
を
奪
わ
れ

る
「
三
奪
法
」
に
よ
り
、
全
て
の
生
徒
が
無
級
に
位
置
づ

け
ら
れ
て
学
習
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
学
習
機
会
も
成
績
毎

に
分
け
ら
れ
て
い
た
が
、
無
級
の
次
は
一
級
で
一
番
上
は

文
化
一
四
年
（
一
八
一
七
）、
儒
学
者
廣
瀬
淡
窓
は
豊

後
国
日
田
郡
に
私
塾
「
咸
宜
園
」
を
開
設
し
た
。
江
戸

時
代
を
通
じ
て
他
塾
を
圧
倒
す
る
規
模
を
誇
っ
て
い
た

が
、
全
国
か
ら
入
門
し
た
塾
生
の
数
だ
け
で
な
く
、
近
代

の
学
校
に
も
通
じ
る
教
育
シ
ス
テ
ム
と
塾
舎
建
築
な
ど
教

育
環
境
も
整
っ
て
い
た
。
入
門
簿
に
記
載
さ
れ
た
塾
生
は

四
七
九
七
名
を
数
え
る
。
そ
の
内
、
三
五
二
名
は
淡
窓
の

末
弟
旭
荘
が
日
田
を
離
れ
て
大
坂
な
ど
で
開
い
て
い
た
塾

の
入
門
者
数
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
嘉
永
元
年
に
作

成
さ
れ
た
咸
宜
園
の
成
績
表
「
月
旦
評
」
に
は
大
坂
の
塾

生
も
同
じ
成
績
表
の
中
に
記
録
さ
れ
て
お
り
、
当
時
の
旭

荘
塾
は
咸
宜
園
の
分
校
的
存
在
と
思
わ
れ
る
。

当
時
の
塾
は

師
匠
が
自
宅
で

教
授
す
る
か
、

あ
る
い
は
既
存

の
建
物
を
改
築

す
る
な
ど
し
て

講
堂
や
寮
を
整

備
す
る
こ
と
が

通
例
で
あ
っ
た

が
、
都
市
部
で

は
借
宅
で
開
く

こ
と
も
多
か
っ

た
。
咸
宜
園
の

咸
宜
園
の
門
下
生

咸
宜
園
の
教
育

私
塾
「
咸
宜
園
」
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現
在
、
知
り
得
る
限
り
で
は
江
戸
時
代
の
私
塾
は
京
都

の
例
に
見
る
慶
長
九
年
（
一
六
〇
四
）
に
開
設
し
た
松
永

昌
言
の
講
習
堂
を
嚆
矢
と
し
て
、松
永
尺
五
の
春
秋
館（
寛

永
五
年
〈
一
六
二
八
〉）
や
中
江
藤
樹
の
藤
樹
書
院
（
寛

永
一
三
年
〈
一
六
三
六
〉）、
伊
藤
仁
斎
の
古
義
堂
（
寛
文

二
年
〈
一
六
六
二
〉）
な
ど
が
そ
の
代
表
例
と
し
て
知
ら

れ
て
い
る
。

九
州
で
は
、
京
都
の
講
習
堂
に
遅
れ
る
こ
と
約
半
世
紀

後
の
慶
安
年
間
（
一
六
四
八
‐
一
六
五
二
）
に
長
崎
で
開

設
し
た
向
井
元
升
の
輔
仁
堂
が
、
九
州
で
一
番
最
初
に
創

め
ら
れ
た
私
塾
と
さ
れ
て
い
る
。
元
升
（
儒
医
）
は
長
崎

聖
堂
の
創
設
者
で
祭
酒
（
学
長
）
を
務
め
て
い
た
人
物
で

あ
る
。
続
い
て
、
山
鹿
高
道
（
祖
父
は
山
鹿
素
行
）
が
延

宝
三
年
（
一
六
七
五
）
に
肥
前
平
戸
で
開
い
た
積
徳
堂
、

賀
島
恕
軒（
兵
介
）が
肥
前
対
馬
で
貞
享
四
年（
一
六
八
七
）

頃
に
開
い
た
と
さ
れ
る
塾
な
ど
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
塾

主
は
武
士
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
他
地
域
で
は
筑
後
生
葉
郡
の
延
宝
年
間

（
一
六
七
三
‐
一
六
八
一
）
開
設
の
宮
川
尚
古
の
例
や
豊

前
宇
佐
郡
の
清
野
善
愚
が
元
禄
一
一
年
（
一
六
九
八
）
に

開
塾
し
た
こ
と
が
伝
わ
る
。

そ
の
後
、
一
八
世
紀
前
半
頃
に
は
九
州
各
地
（
宮
崎
・

鹿
児
島
地
方
は
一
九
世
紀
以
降
）
で
私
塾
が
開
設
さ
れ
た

が
塾
主
は
以
前
と
し
て
武
士
や
医
家
、
僧
侶
、
神
官
な
ど

の
身
分
に
限
ら
れ
て
い
た
。

　

全
国
的
な
私
塾
の
広
が
り
は
天
保
期
（
一
八
三
〇
‐

四
三
）
以
降
と
さ
れ
る
が
、
理
由
の
一
つ
は
官
公
立
の
学

校
が
次
々
と
開
校
し
、
武
士
階
級
の
就
学
者
が
増
え
た
こ

と
で
そ
れ
を
補
完
す
る
役
割
が
私
塾
に
求
め
ら
れ
た
と
さ

れ
る
。
も
う
ひ
と
つ
の
要
因
は
寺
子
屋
の
増
加
傾
向
に
照

応
し
た
庶
民
教
育
の
需
要
増
大
が
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
、
文
化
一
四
年
（
一
八
一
七
）
開
設

の
咸
宜
園
は
特
色
あ
る
教
育
シ
ス
テ
ム
で
全
国
各
地
か
ら

入
門
者
を
集
め
た
が
、
そ
の
咸
宜
園
門
下
生
た
ち
の
多
く

は
日
田
で
の
勉
学
を
終
え
た
後
、
更
な
る
学
問
の
道
に
進

ん
だ
者
や
帰
郷
し
て
仕
官
す
る
か
、
あ
る
い
は
私
塾
を
開

く
な
ど
教
育
者
と
し
て
活
躍
す
る
者
が
少
な
く
な
か
っ
た

こ
と
で
あ
る
。
特
に
、
豊
後
や
筑
後
地
域
で
は
そ
の
傾
向

は
顕
著
で
あ
り
、
地
域
の
教
育
普
及
に
大
い
に
貢
献
し
た

こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
。
咸
宜
園
の
教
育
が
ど
の

範
囲
に
ど
の
よ
う
に
し
て
広
ま
っ
て
い
っ
た
の
か
は
現
時

点
で
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
が
、
ま
ず
は
淡
窓
の
著

述
資
料
か
ら
そ
の
広
が
り
の
様
子
を
概
観
す
る
。
淡
窓
の

自
叙
伝
「
懐
旧
楼
筆
記
」
に
は
次
の
よ
う
な
記
事
が
あ
る
。

　

・
文
化
二
年
の
項
「
此
年
ノ
八
月
。
成
章
舎
ニ
於
テ
。

　

始
メ
テ
月
旦
評
ヲ
作
ル
。（
中
略
）
当
時
ハ
余
カ
門
人

　

帷
ヲ
垂
テ
業
ヲ
講
ズ
ル
者
。
諸
国
ニ
ア
マ
ネ
シ
。
皆
月

　

旦
ヲ
作
ラ
サ
ル
ハ
ナ
シ
。余
カ
門
人
ニ
ア
ラ
サ
ル
者
モ
。

　

亦
其
風
ヲ
聞
キ
テ
。
之
ニ
倣
フ
者
多
シ
。
或
ハ
文
学
ニ

　

與
ラ
ヌ
他
芸
ヲ
ナ
ス
者
迄
モ
。往
々
ニ
此
風
ニ
倣
ヘ
リ
。

　

教
フ
ル
者
モ
之
ヲ
以
テ
教
ヘ
。
学
フ
者
モ
此
ヲ
以
テ
学

　

フ
。
因
ツ
テ
当
時
ノ
学
風
大
ニ
古
昔
ト
変
シ
。
殆
ト
漢

　

人
ノ
科
挙
ノ
業
ヲ
習
フ
カ
如
シ
。
抑
百
事
皆
一
得
有
レ

　

ハ
一
失
有
リ
。
一
利
ア
レ
ハ
一
害
ア
リ
。
後
人
此
事
ヲ

　

論
セ
ン
ニ
。
余
ヲ
以
テ
功
首
ト
セ
ン
カ
。
将
タ
罪
魁
ト

　

セ
ン
カ
。（
後
略
）」

こ
の
項
で
の
当
時
と
は
、「
懐
旧
楼
筆
記
」
を
著
し
た

嘉
永
三
年(

一
八
五
〇)

、
淡
窓
六
九
歳
頃
の
状
況
で
あ

る
。
当
時
は
咸
宜
園
出
身
者
が
開
い
た
私
塾
が
各
地
に
所

在
し
、
月
旦
評
（
成
績
評
価
表
）
を
採
用
し
な
い
も
の
は

な
か
っ
た
と
す
る
。
ま
た
、淡
窓
の
門
下
生
で
な
く
と
も
、

咸
宜
園
方
式
に
倣
い
月
旦
評
を
使
っ
て
い
た
塾
が
多
か
っ

た
こ
と
を
記
し
た
。
注
目
さ
れ
る
の
は
、
月
旦
評
を
利
用

し
た
の
は
漢
学
塾
だ
け
で
な
く
、
他
芸
（
茶
や
生
け
花
な

ど
そ
の
他
の
習
い
ご
と
で
あ
ろ
う
。）
の
塾
ま
で
浸
透
し

て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
淡
窓
も
そ
の
広
が
り
を
「
教
え
る

者
も
こ
れ
（
月
旦
評
）
を
も
っ
て
教
え
、
ま
た
学
ぶ
者
も

こ
の
方
式
で
学
ぶ
」
と
表
し
、
最
後
に
当
時
の
学
習
方
法

が
以
前
の
そ
れ
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
た
事
実
を
述
べ

て
い
る
。

　

次
頁
以
降
で
は
主
な
九
州
の
私
塾
を
示
し
、
ま
た
咸
宜

園
教
育
の
影
響
を
受
け
た
私
塾
や
交
流
の
あ
っ
た
私
塾
な

ど
を
数
例
紹
介
す
る
。

第
二
章
●
九
州
の
私
塾
と
咸
宜
園
教
育
の
広
が
り

12

九
州
の
私
塾
の
始
ま
り

　

咸
宜
園
教
育
の
広
が
り
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九州の主な私塾分布図

江戸時代の九州には約640箇所の私塾が

開設されました。ととでは各地区におい

て、とりわけ早く開塾した例や著名な塾、

文は戚宜園門下生が聞いた塾や成宜園と

関係の深い塾について紹介します。

24.輔仁堂(向井元升)長崎市 (1650年頃J(九州で最初の塾7)
25.積徳堂(山鹿高道)平戸市(高道は山鹿素行の孫)
26.克己塾(土井範四郎)諌早市(漢学や裁縫等を教授した男女共学)
27.吉雄塾(吉雄幸作→権之助)長崎市(塾主は通詞)
28.弘文堂(永瀬仁七郎)対馬市
29.鳴滝塾(シーボルト)長崎市(シーボルト宅跡は国史跡)
30.鳳鳴書院(楠本端山・碩水)佐世保市(端山旧宅等は県史跡)

玄界灘

ら

19.彊亭塾(吉武法命)唐津市 (1730年代〕
(法命が塾主となり巡講した唐津7塾の一つ)
20.中西塾(中西志良)藤津郡太良町
21.撤芳園(前回利方)旧裏村(所在地不明)
22.時宗学舎(石井南凱)藤津郡太良町
23.震山書院(谷口中秋又は藍田)武雄市

31.三龍亭(杉谷享)旧田島村(菊池市?) (1723年〕
32.侍習堂(松井盈之)八代市
33.思斎堂(玉木小助)苓北町(慶応元年の塾生数400名)
34.深水塾(深水玄門)熊本市高台寺町(威宜園と交紛

凡例:赤:威宜園門下生 青:威宜園と関係する私塾

記入例:番号.塾名(塾主名)所在地〔開塾年代〕

※塾名が不詳の場合は塾主の姓を使用して00塾とした。

1.筒塾(竹固定直)大野城市 (1724年頃〕藩校修猷館初代館長は孫
2.亀井塾(輩英館)→百道社(百地林亭)福岡市

(亀井南冥)(亀井昭陽→陽洲)(南冥・昭陽は淡窓の師)
3.柳園社(青柳種信)福岡市
4.古処山堂(原古処)朝倉市
5.梅西舎(佐野文洞)朝倉市
6.亦楽舎(秋重梅崎)朝倉市

7.宮川塾(宮川尚古又は忍斎)うきは市 (1670年代〕
8.三省堂(牛島毅斎→川口貞次郎→川口深造)八女市
9三楽学舎(重富健助→改名北原揚水)久留米市
10柳園塾(井上知愚又は直次郎→見江)久留米市
11.唆鳴館(重富鼎又は縄山)久留米市
12修文館(木屋徳令)八女市(筑後地方最大・門下生3千名)

E同団長副1:口調日Hi~(塁泊(:到

13.湯山堂(平石又左衛門)田川郡香春町 (1818年〕
14巌邑堂(藤本雪蔵)京都郡みやこ町
15.水哉園(村上悌山)行橋市(県史跡:門下生3千名)
16.蔵春園(恒遠醒窓→精斎)豊前市(県史跡:門下生3千名)
17.義井塾(伊藤俊明)田JI[市(文は田川郡川崎町)
18.小野原塾(小野原善言)築上郡築上町

凡例
圃圃園 長崎街道

・・・ 唐津街道
圃圃圃 秋月街道
圃圃園 田田街道
圃圃園 中津街道
圃圃圃 薩摩街道
圃圃圃 豊後街道

ーーー 日向街道
ーーー 周辺の街道
・県境

'一'
o 1肱m 刷 _r
』圃圃圃圃園 /v、ヤF

同

A

県

Mr

・一

判

北

φ甫
ーむ.tl'三ヨ闘1:長正lii~Hi&iJB~:到

35.清野塾(清野善愚)宇佐市 (1698年〕
36.遷喬舎(野本亮右衛門)中津市
37.養翼園(村上姑南)中津市(成宜圏第7代塾主)
38.晩光堂(白石照山)中津市(師は村上悌山)家塾
39.培養舎(横井忠直)中津市(1好太王碑」の碑文解読をした人物)
40.山川塾(山川東林)中津市(戚宜園の塾制を参考に開塾)

-;_...tJl呈司闘I;~~巳HiNf星通院咽

41.輔仁堂(関正軒)竹田市 (1729年〕
42.梅園塾(三浦梅園)国東市(三浦梅園旧宅は国史跡)
43.菊園(脇蘭室)日出町(帆足万里は門下生、墓は県史跡)
44.稽古堂→西崎精舎(帆足万里)速見郡日出町(墓は県史跡)
45.成宜園(虞瀬淡窓ほか)日田市(成宜園跡は国史跡)
46.知来館(毛利空桑)大分市(毛利空桑旧宅及び塾跡は県史跡)
47.学半舎(園田鷹巣)玖珠町(実弟は鷹城。門下生l千名を超す)
48.三亦舎→対岳楼(矢田希一)別府市
49.有田塾=発蒙寮ヵ(園田鷹城)日田市(威宜圏第6代塾主)
50.三隈義塾(諌山寂村)日田市(成宜圏第9代塾主)
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　恒
遠
家
は
四
国
伊
予
の
豪
族
河
野
氏
の

一
門
で
、
遣
明
船
の
警
護
や
貿
易
な
ど
に

従
事
し
た
河
野
水
軍
が
そ
の
祖
先
と
さ
れ
、

室
町
時
代
初
期
に
豊
前
の
地
に
移
り
住
ん
だ
と
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
後
、
江
戸
時
代
初
期
に
現
在
の
恒
遠
姓
を
名
乗
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　醒
窓
は
、
享
和
三
年
（
一
八
〇
三
）
に
恒
遠
伝
内
の
二
男
と
し
て
豊
前
国
上
毛
郡
薬

師
寺
村
に
出
生
し
、
幼
名
は
和
市
、
長
じ
て
頼
母
と
し
た
。
号
は
醒
窓
。
咸
宜
園
に
は

文
政
二
年（
一
八
一
九
）一
七
歳
で
入
門
し
、在
塾
五
年
の
間
に
塾
頭
も
務
め
た
。
ま
た
、

退
塾
後
は
長
崎
に
遊
学
し
、
兵
学
者
の
高
島
秋
帆
宅
に
寄
寓
し
、
多
く
の
文
人
墨
客
と

交
流
を
図
っ
て
い
る
。
文
政
七
年
、
帰
郷
し
て
私
塾
「
自
遠
館
」
を
開
設
し
、
こ
れ
が

後
に
「
蔵
春
園
」
と
な
っ
た
。
醒
窓
没
後
も
そ
の
子
精
斎
が
塾
を
継
承
し
、
明
治
に
入

る
と
「
蔵
春
学
校
」
と
名
を
変
え
た
が
明
治
二
八
年
（
一
八
九
五
）
ま
で
存
続
し
た
。

　そ
の
他
、
恒
遠
家
か
ら
は
弟
の
運
平

（
後
の
西
秋
谷
）
や
醒
窓
の
甥
で
次
三
郎

（
号
は
香
農
）
が
咸
宜
園
に
入
門
し
て
い

る
。
運
平
は
咸
宜
園
で
都
講
（
塾
内
の

最
高
責
任
者
）
を
務
め
た
人
物
で
、
咸

宜
園
一
八
才
子
の
一
人
に
数
え
ら
れ
て

い
る
。
そ
の
後
、
筑
前
の
亀
井
昭
陽
の

門
で
学
び
、
長
崎
で
は
蘭
学
、
熊
本
で

は
医
学
を
修
め
た
。
明
治
二
年
、
豊
津

藩
庁
が
藩
校
「
育
徳
館
」
に
医
学
寮
を

設
け
た
時
に
教
頭
に
迎
え
ら
れ
て
い
る
。

恒
遠
家
は
同
じ
豊
前
の
村
上
佛
山
と
は

漢
詩
人
と
し
て
の
深
い
親
交
が
あ
っ
た
。

　

蔵
春
園
の
教
育

　

蔵
春
園
の
教
育
は
、
漢
学
塾
で
あ
っ
た
が
醒
窓
が
学

ん
だ
咸
宜
園
で
の
経
験
を
大
い
に
生
か
し
、
咸
宜
園
方

式
の
教
育
方
法
に
倣
っ
た
も
の
が
多
い
。
塾
生
は
学
力

に
応
じ
て
一
九
等
級
（
最
下
級
を
無
級
、下
か
ら
九
級
、

八
級
・
・
・
一
級
と
な
り
其
々
の
級
に
上
下
の
別
が
あ

る
。）
に
分
け
ら
れ
て
お
り
、
等
級
は
平
素
の
成
績
と

臨
時
の
試
験
と
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
、
次
第
に
進
級
し

た
。
ま
た
、
全
員
の
席
序
を
毎
月
「
月
旦
評
」
に
よ
っ

て
公
表
し
、
塾
生
た
ち
の
奮
起
を
促
し
た
。
現
在
、
昇

級
す
る
際
に
積
み
重
ね
た
点
数
（
加
点
式
）
を
個
人
毎

に
記
録
し
た
「
旧
点
簿
」
が
残
る
。

　

学
習
は
等
級
を
三
つ
に
大
別
し
、
上
会
生
（
五
級

以
上
）、中
会
生
（
六
・
七
級
）、下
会
生
（
八
・
九
級
）

ご
と
に
内
容
が
定
め
ら
れ
、
段
階
的
に
行
っ
た
。
ま
ず

は
素
読
・
輪
読
に
始
ま
り
、
そ
の
後
は
講
義
形
式
に
移

行
し
、
続
い
て
塾
生
同
志
の
討
論
会
や
会
読
と
い
う
学

習
方
法
を
採
用
し
た
。学
習
の
総
仕
上
げ
は
独
見
会（
研

究
発
表
会
）
で
あ
っ
た
。
当
時
の
漢
学
塾
で
は
漢
詩
や

漢
文
の
作
成
を
重
要
視
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

　

ま
た
、
醒
窓
が
塾
生
に
示
し
た
「
告
諭
」
が
残
さ
れ

て
い
る
。
今
日
の
「
生
徒
心
得
」
と
い
っ
た
内
容
で
あ

る
が
、
規
則
正
し
い
生
活
を
行
う
こ
と
が
学
問
の
上
達

に
と
っ
て
重
要
で
あ
っ
た
点
は
咸
宜
園
で
も
同
じ
で
あ

る
。
そ
の
他
、
蔵
春
園
に
は
使
用
し
た
テ
キ
ス
ト
や
塾

生
使
用
と
伝
わ
る
文
机
な
ど
が
保
管
さ
れ
て
い
る
。

求渓舎（右は晴雪軒）

恒
遠
醒
窓
と
「
蔵
春
園
」
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蔵
春
園
の
門
下
生
た
ち

　

蔵
春
園
の
門
下
生
に
つ
い
て
は
、
明
治
時
代
に
蔵
春

学
校
と
名
前
を
変
え
る
ま
で
約
七
十
年
間
に
三
千
名
を

超
え
る
入
門
者
が
い
た
と
伝
わ
る
。
そ
の
内
の
一
部
は

現
在
も
残
る
入
門
簿
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま

た
、
安
政
六
年
刊
行
の
『
遠
帆
楼
同
社
詩
鈔
』
に
は
蔵

春
園
の
門
下
生
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い

る
。「
醒
窓
先
生
弟
子
千
有
余
人
其
能
詩
不
少
・
・
・
」。

僧　

月
性
（
妙
円
寺
第
十
世
・
私
塾
「
時
習
館
」
主
宰
）

　

周
防
国
大
島
郡
の
出
身
。
蔵
春
園

に
は
一
五
歳
で
入
門
。
生
涯
を
尊
王

攘
夷
、
討
幕
運
動
に
さ
さ
げ
た
人
物
で

「
海
防
僧
」
の
異
名
を
と
っ
た
。
ま
た
、

親
交
が
深
か
っ
た
吉
田
松
陰
に
も
影
響
を
与
え
た
人
物

と
さ
れ
る
。
月
性
は
当
初
、
咸
宜
園
の
廣
瀬
淡
窓
の
門

下
と
な
る
こ
と
を
望
ん
だ
と
さ
れ
る
が
、
淡
窓
は
病
気

療
養
中
で
あ
り
入
門
は
か
な
わ
な
か
っ
た
よ
う
だ
。

白
石
廉
作
（
志
士
）

　

長
州
下
関
の
出
身
。
本
家
は
酒
造
業
、
廻
船
問
屋
を

営
む
豪
商
の
小
倉
屋
で
あ
る
。
蔵
春
園
に
は
一
五
歳
の

と
き
に
入
門
し
た
。
安
政
元
年
に
退
塾
し
た
後
は
下
関

に
帰
郷
し
、
高
杉
晋
作
ら
が
奇
兵
隊
を
結
成
す
る
と
そ

れ
に
加
わ
り
但
馬
国
生
野
で
倒
幕
挙
兵
す
る
が
、
敗
れ

て
斬
罪
と
な
っ
た
。

恒遠醒窓と「蔵春園」

告諭（蔵春園蔵）

往
時
の
蔵
春
園
（
建
物
配
置
図
）
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佛
山
は
、
文
化
七
年
（
一
八
一
〇
）
に
豊
前
国
京
都
郡

上
稗
田
村
の
郷
士
・
村
上
盛
之
の
三
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。

幼
名
は
健
平
。
兄
の
暁
之
は
新
津
手
永
の
大
庄
屋
を
務
め

て
い
る
。
父
・
盛
之
は
佛
山
二
一
歳
の
と
き
に
死
別
し
、

佛
山
は
母
・
お
民
を
生
涯
に
わ
た
り
支
え
た
。
佛
山
の
学

問
の
始
め
は
九
歳
の
頃
、
津
積
村
大
島
八
幡
宮
の
定
村
直

榮
に
師
事
し
、
そ
の
後
は
一
五
歳
で
筑
前
秋
月
の
原
古
処

の
塾
に
入
門
、
そ
の
子
・
白
圭
に
も
学
ん
だ
。
以
後
、
京
師

の
貫
名
海
屋
や
筑
前
の
亀
井
昭
陽
な
ど
に
も
師
事
し
た
。

天
保
六
年
、
二
六
歳
で
地
元
の
上
稗
田
に
私
塾
「
水
哉

園
」
を
開
設
し
、
漢
学
を
教
授
し
た
。
全
国
か
ら
集
ま
っ

た
塾
生
は
、三
千
人
に
も
及
ん
だ
。
塾
名
に
あ
る
「
水
哉
」

は『
孟
子
』の
中
の
孔
子
の
言
葉
を
引
用
し
た
も
の
で
、「
水

の
流
れ
に
源
が
あ
る
よ
う
に
、
学
問
も
根
本
が
大
切
で
あ

る
」と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
恒
遠
醒
窓
の「
蔵

春
園
」
と
並
ん
で
、
幕
末
維
新
期
の
北
部
九
州
を
代
表
す

る
私
塾
で
あ
っ
た
。

佛
山
は
明
治
一
二
年
（
一
八
七
九
）
享
年
七
〇
歳
で
逝

去
。
塾
は
そ
の
後
も
継
続
さ
れ
同
一
七
年
ま
で
続
い
た
。

佛
山
の
代
表
作
に
『
佛
山
堂
詩
鈔
（
全
四
編
）』
が
あ

る
が
、
第
一
編
に
は
篠
崎
小
竹
の
序
や
梁
川
星
巖
、
廣
瀬

旭
荘
な
ど
当
世
の
著
名
な
詩
人
が
文
を
寄
せ
て
い
る
。
水

哉
園
と
咸
宜
園
の
関
係
は
、
詩
鈔
が
咸
宜
園
で
教
材
と
し

て
利
用
さ
れ
た
こ
と
や
佛
山
の
門
下
が
咸
宜
園
に
遊
学
し

た
記
録
な
ど
が
双
方
の
史
料
に
見
ら
れ
る
。

水
哉
園
の
門
下
生
た
ち

現
在
、
水
哉
園
に
は
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
か
ら
明

治
一
七
年（
一
八
八
四
）ま
で
の「
入
門
姓
名
録
」が
あ
る
。

記
載
さ
れ
る
門
下
生
の
数
は
一
二
六
三
名
に
上
り
、
そ
の

内
、
豊
前
出
身
者
は
九
一
九
名
を
数
え
る
。
一
時
的
な
通

塾
生
も
含
め
る
と
約
三
千
名
の
門
下
生
が
学
ん
だ
と
さ
れ

る
。
塾
は
明
治
初
期
に
隆
盛
を
迎
え
た
。

守
田
蓑
洲
（
大
庄
屋
）

豊
前
仲
津
郡
沓
尾
村
の
大
庄
屋
に
生
ま
れ
た
。
水
哉
園

で
は
初
代
塾
長
を
務
め
、
新
田
開
拓
や
村
内
の
育
英
小
学

校
へ
の
援
助
な
ど
地
域
振
興
に
大
き
く
寄
与
し
た
人
物
で

あ
っ
た
。
現
在
、「
守
田
蓑
洲
旧
居
」
は
行
橋
市
指
定
文

化
財
（
史
跡
）
と
な
っ
て
い
る
。

末
松
謙
澄
（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
政
治
家
）

豊
前
前
田
村
の
大
庄
屋
に
生
ま
れ
る
。
仏
山
に
学
ん
だ

後
、
上
京
し
て
東
京
日
日
新
聞
に
入
社
し
た
。
多
才
多
能

の
巨
人
と
評
さ
れ
た
よ
う
に
、
そ
の
後
も
逓
信
大
臣
や
内

務
大
臣
等
を
歴
任
。
そ
の
他
、維
新
資
料
「
防
長
回
天
史
」

の
編
纂
や
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
在
学
中
に
「
源
氏
物
語
」

を
最
初
に
英
訳
し
た
人
物
で
も
あ
っ
た
。

吉
田
学
軒
（
漢
学
者
・
官
僚
）

学
軒
は
仏
山
と
そ
の
後
継
者
で
あ
る
静
窓
の
薫
陶
を
受

け
た
。
そ
の
後
は
米
国
留
学
を
経
験
し
、
堤
正
勝
や
咸
宜

園
出
身
の
谷
口
藍
田
に
も
学
ん
だ
。
森
鴎
外
と
は
親
交
が

あ
り
、「
鷗
外
日
記
」
の
代
筆
も
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

昭
和
の
元
号
の
創
案
者
で
も
あ
っ
た
。

水
哉
園
の
教
育

水
哉
園
の
教
育
は
咸
宜
園
と
同
様
に
詩
文
に
そ
の
重
き

を
置
い
て
い
た
こ
と
が
日
記
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
塾

生
は
毎
月
末
に
実
施
さ
れ
る
詩
文
の
解
釈
や
数
人
で
行
う

輪
読
な
ど
の
試
験
に
よ
っ
て
進
級
し
、
そ
の
成
績
は
「
席

序
」
表
と
し
て
毎
月
作
成
さ
れ
た
。
等
級
は
上
級
・
中
級
・

下
級
に
大
別
し
、
さ
ら
に
級
毎
に
上
中
下
を
設
け
る
な
ど

全
九
級
制
と
し
た
。
表
に
は
塾
内
で
の
役
職
（
都
講
、
塾

長
、
塾
監
等
）
も
名
前
の
側
に
記
載
さ
れ
る
な
ど
咸
宜
園

の
月
旦
評
に
倣
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
佛
山
の
交
友

関
係
は
広
く
、
咸
宜
園
の
歴
代
塾
主
や
豊
前
出
身
の
咸
宜

園
門
下
生
な
ど
と
も
親
交
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
咸
宜
園

教
育
の
影
響
を
受
け
た
の
で
あ
ろ
う
。
友
石
孝
之
は
、
水

哉
園
の
教
育
の
特
徴
に
つ
い
て
、「
水
哉
園
で
は
、
知
恵

よ
り
も
先
ず
道
義
を
教
え
、
理
屈
よ
り
も
先
ず
実
践
を
尊

重
さ
せ
た
。」
と
語
っ
て
い
る
。

水
哉
園
の
年
中
行
事

塾
で
は
毎
月
朔
日
に
全
生
徒
が
佛
山
に
拝
礼
す
る
こ

と
、
ま
た
一
五
日
は
全
員
で
塾
舎
の
大
掃
除
を
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
他
、
佛
山
の
日
記
か
ら
は
年
中
行

事
に
関
す
る
記
載
が
多
く
見
ら
れ
る
が
、
神
事
・
祭
事
・

詩
会
・
吟
行
な
ど
が
最
も
多
く
、
星
会
や
蛍
を
観
賞
す
る

会
な
ど
も
あ
っ
た
。
仏
山
と
塾
生
た
ち
が
生
活
を
共
に
し

な
が
ら
学
問
に
取
り
組
む
様
子
が
具
に
感
じ
ら
れ
、
自
由

で
開
放
的
な
塾
風
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。

村
上
佛
山
と
「
水
哉
園
」
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村上佛山と「水哉園」

〈咸宜園と水哉園の関係を示す一例〉

嘉永元年（1848）　咸宜園月旦評

佛山堂日記　慶応２年（1866）３月 29 日の条

安政４年（1857） 水哉園席序

佛山堂日記　嘉永６年（1853）９月 26 日の条

廣瀬旭荘遺品の水滴（水差し）
上記３月 29 日の条に関する林外からお礼の品か？
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《筑前》《筑後》《豊前》

く福岡県〉

亦楽舎【漢学】
時期不明
中島村

秋重梅崎

哩名不鮮)【涜学】
文政7年より数年間
三潜郡蒲池村

重富健助(=北原揚水}

く福岡県〉

哩措不齢【漢学】
時期不明
竹野郡水分村植木

岩永春斎・寛斎

吉富塾【漢学】
文久年間~慶応年間

竹野郡田主丸中町

吉富亀治郎

哩自不鮮)【涜学】
維新前より
久留米櫛原町

栂島小助・哲蔵

く福岡県〉

蔵春園【潰学】
文政7年開業
上毛郡薬師寺村

恒遠醒窓・精斎

梅酉舎【漢学】
時期不明
夜須郡甘木

佐野文洞
院堂、甘城)

自修館【漢学】
安政6年~明治6年
上妻郡北田村

北原揚水

哩喝不詳)【漢学】
時期不明

久留米日吉町

後藤謙(東庵)

簡林韓塾【漢学】
明治23年~
明治25年
竹野郡西郷
吉富復軒

(塾名不詳)【漢学】
時期不明

久留米東久留米

梅野七郎(謙斎)

小野原塾【漢学】
文久3年~
(明治2年再興)
築上郡八田村
小野原善言

三議学舎【漢学】
嘉永5年開業
三瀦郡蒲池村

北原範-()とは揚水]

哩描不問。【園学】
時期不明
生葉郡山春村
熊懐舟山・穆堂

膏尊堂[i質学・医学】
万延年間~明治
生業郡山春村

米谷春里

弘道館【漢学】
慶応牛年~明治3年
竹野郡田主丸町

(設立)石井商橋

(教授)倉富篤堂

観古堂【漢学】
文政10年~明治5年
柳河宮永町
山田彦四郎・仙二

(塾名不詳)
【灘学・医学】
時期不明
上妻都下広川村当条

石橋猷庵

養成望【漢学】
明治初年開業

上妻郡水田村
石田晩翠

江浦塾【漢学】
文久元年開業

三池郡江浦村
中野南強

依好堂【漢学】
安政来年~元治元年
竹野郡徳重村
倉富篤堂

(.:名不詳)
【漢学・国学】
夫保文は弘化年間~
吉井

安元董湾

直名不詳)鴎学】
天保年間~
吉井
菊竹磯八

覧秀事【漢学】
文久2年~明治6年
三沼郡川口村
坂井克己

唄鳴館【漢学】
文政7年~嘉永7年
竹野郡 田主丸東町

重曹鼎

三瀦吟祉

【漢学】
明治20年~大正3年
三離日城島町

星野一郎

修文館【道学】
Z富永元年~明治18年
上妻都木屋村

木屋徳令

柳圃塾【漢学】
文政10年~
明治18年
御井郡 日比生村
井上知愚 ・毘江

哩陥不詳)【漢学】
時期不明
生葉郡隈上村

玉井養純 (忠回)

審相官【?】
弘化4年~安政5年
宮本村

築山文哉

竹軒種塾【漢学】
弘化3年~明治14年
国分

中山泰橘

有万家島【漢学】
明治18年~暢台36年
上妻都中印11村JII瀕
蒲池石言

{盛名不詳)鴎学】
明治初年開業

竹野郡隈

石橋六郎

(塾名不鮮)鴎学】
明治牛年~明治6年
竹野都田主丸瀬町

三間 購

凡
倒

一貫堂 f漢学】
明治4年~明治昨
上妻郡福島
後藤貞蔵

(盤名不詳)
【漢学・国学】
時期不明
竹野郡 訴リ村

後藤制〈

学恩館【?】
明治11年~明治26年
生葉郡大石村
玉井差純の門弟有志

↓
師
弟
関
係

成宜圃の影響を受けた私塾
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成宜園門下生が聞いた九州の私塾

《豊後》

く大分県〉

輔仁堂【潰学・医学】 (塾名不詳) 【漢学】 鰻漕圃【漢学・習字】

寛政年閣~元治元年 天保B年~天保13年 天保末年開業
大分市(大分町) 大分市(大分町) 大分市荷揚町
竹内円平慎門}・安真・ 吉田敬蔵 阿部六郎(淡斎)
淡軒

好古堂【漢学】 学面館【漢学】 大渡益【漢学・習字】
安政元年~明治5年 嘉永4年開業 嘉永2年~安政6年
佐伯市〔佐伯村) 玖疎町 大分市(荷揚町1
楠文蔚 穴井祝次 大渡周策(偏村)

石園学舎【漢学】

学単舎【漢・園・兵・医1 文久2年開業 三亦舎・対岳機【漢学】
富永2年~明治5年 玖謙町(小田村) 文久3年~明治1~芋
玖珠町(森慈森村) 穴井祝次札束蔵珠渓) 別府市(南石垣村)
園田朝弼(鷹製) 矢田梅洞(希ー)
{実弟は有国塾の園田鹿掛

有国塾【灘学】 三隈信塾【漢学】 学恩館【漢学】
明治5年~明治8年 明治9年開業 明治13年開業
日田市(有田村) 日田市国隈山麓陣屋跡) 日田市(田島村)
園田鹿城(実兄は園田鹿島む 諌山教郁 村上姑南

(成宜園針t目塾主) (成宜園7代目塾主)

発蒙東
【漢・園・誇・筆】 新盤【漢学】 (盛名不詳) 【漢字】
時期不明 時期不明 時期不明
日田市ω喝T.!<村] 津久見市 (津久見村) 佐伯市(向島)
園田謙吾 (鷹域) 渡辺容洞 高蓑康平(芳洲)

(塾名不鮮) 【?】 (塾名不詳) 【漢学】 翠漫舎【?】
時期不明 時期不明 時期不明
竹田市 佐伯市(向島) 日田市大鶴(中島村)
回能村如仙 中島益多(子玉) 井上簡(政治家井上準之助
(回能村竹田の子) の養知

(盤名不詳) 【漢学】 酒盤学舎【漢学】
時期不明 弘化元年~
玖珠町 大隈 西国東郡草地村
秋吉崎太郎(樟隆) 鴛海量容

《肥前》

く佐賀県〉

貴山書院鴎学・筆組

嘉担年~慶応3年

く長崎県>

宮野村
谷口中秋(藍因。

[凡例]

塾名【教科名】

開業年
所在 地
塾 主 名

困学寮【漢学1
4鳳鳴書院【漢字】

安政牛年~
佐世保市針属中町
楠本端山・碩水

桜鋳書院【漢学】

文久3年~
平戸市石川町
楠本碩水

柿陰古屋【漢学】
時期不明
長崎市江戸町
山本清太郎(晴海)

戸寸 《豊前》

く大分県〉

学館【漢学】

嘉永2年~万延元年
宇佐市 (南宇佐村}
育成図書

信昌寮【?】
天保9年開業
中津市(中摩村)
松島善讃

構養舎【漢学】
文久3年開業
中津市ほ添村)
横井寿一郎(古松忠iID

養翼園【涜学・医学】
明治元年~明治13年
中津市(申摩村)
村上慣次(姑南)
(学恩館と同一塾主J

青藍舘【漢学・誇】
時期不明
中津市 〈跡田村]
大江忠庵〔回測元亨)
(塾主は中津藩医官)

山川塾【道学】
時期不明
中津藩
山川東林 (敬劃

《日向》

〈宮崎県〉

(量名なし)
【漢学・筆】

嘉永5年~明抽15年
延岡藩 岡富村
山村康平明一軒
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藐
姑
射
徳
令
は
、
筑
後
国

上
妻
郡
木
屋
村
の
出
身
で
、

幼
名
は
満
江
、
号
は
石
門
。

後
に
木
屋
姓
に
復
し
た
。
文

政
五
年(

一
八
二
二)
二
〇

歳
の
と
き
に
兄
徳
溟
と
共
に
咸
宜
園
に
入
門
し
た
。
塾
で

は
成
績
最
上
位
で
塾
長
を
務
め
た
。
咸
宜
園
の
大
帰(

卒

業)

後
は
、
京
師
に
上
り
高
倉
学
寮
で
は
香
樹
院
や
雲
華

院
大
含
に
師
事
し
た
。
淡
窓
と
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
多
く
、

嘉
永
元
年(

一
八
四
八)

に
帰
郷
し
、
光
善
寺
住
職
第

十
三
世
と
な
り
寺
院
の
側
に
私
塾
「
修
文
館
」
を
開
設
し

た
。
咸
宜
園
の
学
風
と
仏
教
の
教
義
を
基
と
し
た
慈
愛
、

道
義
を
中
心
と
し
、
知
と
徳
の
一
致
を
目
的
と
し
て
子
弟

を
指
導
し
た
。
明
治
一
八
年
の
閉
塾
ま
で
に
学
ん
だ
門
下

生
の
数
は
約
三
千
名
と
さ
れ
て
お
り
、塾
内
に
は「
富
有
」、

「
綴
花
」、「
晩
山
」
と
称
す
る
三
つ
の
寮
を
備
え
た
筑
後

地
方
を
代
表
す
る
私
塾
で
あ
っ
た
。
現
在
も
塾
則
や
門
下

生
に
関
す
る
史
料
が
残
り
、
近
年
、
四
六
九
名
の
門
下
生

に
つ
い
て
そ
の
名
前
や
出
身
地
、
職
業
な
ど
の
詳
細
が
明

ら
か
に
さ
れ
た
。
地
域
の
教
育
振
興
や
農
事
関
連
で
も
活

躍
し
た
が
、
特
に
玉
露
緑
茶
の
製
法
を
京
都
で
学
び
地
域

に
奨
励
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
、

茶
業
の
改
良
発
展
に
大
い
に

貢
献
し
た
。「
八
女
聖
人
」
と

も
呼
ば
れ
た
。
明
治
二
五
年
に

九
〇
歳
で
逝
去
。

　

端
山
・
碩
水
は
三
島
中
洲
に
よ
り
「
西
海
の
二
程
」
と

評
さ
れ
た
儒
学
者
で
あ
っ
た
。
二
程
と
は
宋
の
大
儒
・
程

明
道
、
程
伊
川
の
兄
弟
の
こ
と
で
あ
る
。

　

端
山
・
碩
水
兄
弟
は
、
平
戸
藩
の
郷
士
・
楠
本
忠
次
右

ヱ
門
の
子
で
、
平
戸
領
針
尾
島
で
生
ま
れ
、
好
学
の
士
で

あ
っ
た
父
の
影
響
を
受
け
て
、早
く
か
ら
学
問
を
修
め
た
。

端
山
は
弘
化
五
年
（
一
八
四
八
）
二
一
歳
、
碩
水
は
佐
々

謙
三
郎
の
名
で
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）
一
七
歳
で
咸
宜

園
に
入
門
し
た
が
、
両
人
共
に
極
め
て
短
期
間
の
遊
学
で

あ
っ
た
。
そ
の
後
、
碩
水
は
咸
宜
園
に
幾
度
と
な
く
淡
窓

を
訪
れ
て
い
る
。
ま
た
二
人
は
佐
藤
一
斎
や
月
田
蒙
斎
に

も
師
事
し
た
。
兄
弟
は
平
戸
藩
の
藩
校
「
維
新
館
」
で
教

授
し
、
藩
主
の
漢
学
講
師
も
勤
め
た
。
碩
水
は
明
治
に
入

る
と
針
尾
に
帰
郷
し
て
私
塾
を
開
き
、
明
治
一
四
年
に
は

平
戸
か
ら
帰
っ
て
き
た
端
山
と
一
緒
に
「
鳳
鳴
書
院
」
を

創
め
、
門
下
生
の
数
は
四
百
名
を
超
え
た
。
現
在
、
書
院

の
建
物
は
無
い
が
、「
楠
本
端
山
旧
宅
及
び
楠
本
家
墓
地

土
墳
群
」（
長
崎
県
史
跡
）
と

し
て
旧
宅
等
が
保
存
さ
れ
て

い
る
。

　

東
イ
ン
ド
政
庁
の
医
師
募

集
を
き
っ
か
け
に
オ
ラ
ン
ダ

商
館
医
と
し
て
来
日
。
医
学

者
で
あ
る
と
同
時
に
臨
床
医

と
し
て
幅
広
く
こ
な
す
知
識

と
技
術
は
評
判
と
な
り
、
出
島
の
外
で
の
診
療
や
医
学

教
育
も
特
別
に
許
可
さ
れ
た
。
文
政
七
年(

一
八
二
四
）、

和
蘭
陀
シ
ー
ボ
ル
ト
塾
（
鳴
滝
塾
）
を
開
い
た
が
シ
ー
ボ

ル
ト
事
件
に
よ
り
国
外
追
放
処
分
と
な
る
。
開
塾
か
ら
文

政
一
一
年
ま
で
の
約
四
年
の
間
に
塾
生
五
〇
人
以
上
を
敎

授
し
、
日
本
の
医
学
の
進
歩
に
貢
献
し
た
。
講
義
は
臨
床

医
学
教
育
を
中
心
と
し
、
植
物
学
や
動
物
学
な
ど
も
行
わ

れ
た
。
実
証
的
な
授
業
で
あ
っ
た
た
め
、
従
来
の
テ
キ
ス

ト
重
視
の
講
義
で
は
な
く
、
蘭
方
医
学
を
学
ぶ
者
に
と
っ

て
は
貴
重
な
存
在
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
塾
生
一
人
一
人
に

課
題
研
究
が
与
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
も
特
徴
の
一
つ
で
あ

り
、優
秀
な
塾
生
は
寄
宿
生
と
し
て
シ
ー
ボ
ル
ト
の
講
義
、

診
療
、
研
究
の
補
佐
を
務
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
門
下
生

に
は
蘭
学
者
の
高
野
長
英
や
塾
頭
の
岡
研
介
な
ど
咸
宜
園

出
身
者
が
い
る
ほ
か
、
淡
窓

と
交
流
の
あ
っ
た
蘭
法
医

の
伊
藤
玄
朴
な
ど
が
い
る
。

現
在
の
鳴
滝
塾
の
跡
地
は

「
シ
ー
ボ
ル
ト
宅
跡
」
と
し

て
国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ

て
い
る
。

〈
筑
後
〉「
修
文
館
」
　木
屋
徳
令
（
一
八
〇
三
〜
一
八
九
二
）

〈
肥
前
〉「
鳴
滝
塾
」
シ
ー
ボ
ル
ト
（
一
七
九
六
〜
一
八
六
六
）

〈
肥
前
〉「
鳳
鳴
書
院
」
　楠
本
端
山 （
一
八
二
八
〜
一
八
八
三
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　楠
本
碩
水 （
一
八
三
二
〜
一
九
一
六
）

徳令が所蔵した淡窓の肖像

鳳鳴書院

楠本端山旧宅

鳴滝塾
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淡
窓
は
生
来
病
弱
で
あ
っ
た
た
め
、
江
戸
や
京
摂
な
ど

遠
方
へ
の
遊
学
が
か
な
わ
ず
、
当
時
の
儒
学
者
と
し
て
は

珍
し
く
、
数
え
る
ほ
ど
し
か
旅
に
出
て
い
な
い
。
本
州
へ

は
下
関
（
山
口
県
）
を
訪
問
し
た
だ
け
で
、
そ
の
他
は
北

部
九
州
に
限
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
淡
窓
の
著

書
「
淡
窓
日
記
」
や
自
叙
伝
「
懐
旧
楼
筆
記
」
に
は
著
名

な
学
者
や
漢
詩
人
と
の
交
流
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

主
な
人
物
で
は
、
直
接
会
う
こ
と
は
な
か
っ
た
が
備
後

の
菅
茶
山
に
は
詩
作
の
指
導
を
受
け
て
お
り
、
頼
山
陽
や

美
濃
の
梁
川
星
巌
は
咸
宜
園
に
淡
窓
を
訪
問
し
た
。
そ
の

他
、
大
坂
の
篠
崎
小
竹
に
は
詩
集
『
遠
思
楼
詩
鈔
』
の
序

を
書
い
て
も
ら
う
な
ど
、
そ
の
他
書
簡
で
の
交
流
な
ど
が

活
発
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で「
懐
旧
楼
筆
記
」

か
ら
先
述
の
梁
川
星
巌
に
関
す
る
記
述
を
紹
介
し
、
次
に

九
州
の
儒
学
者
と
の
交
流
に
つ
い
て
触
れ
る
こ
と
に
す

る
。

梁
川
星
巌
（「
懐
旧
楼
筆
記
（
巻
二
十
三
）」）

　
「
文
政
七
年
甲
申
。
余
歳
四
十
三
。（
中
略
）
九
月
二
十

　

日
。
美
濃
人
梁
川
詩
襌
來
訪
セ
リ
。
今
年
三
十
六
。
世

　

上
二
於
テ
。
詩
人
ノ
聞
エ
ア
リ
。
妻
ヲ
携
ヘ
來
ル
。
是

　

モ
文
字
ヲ
知
リ
畫
ヲ
善
ク
ス
。但
シ
旅
宿
ニ
止
メ
置
キ
。

　

我
家
ニ
ハ
携
ヘ
來
ラ
サ
リ
シ
ナ
リ
。
詩
襌
東
歸
ノ
後
。

　

名
譽
愈
振
ヒ
。
詩
集
數
編
ヲ
上
木
シ
。
又
文
政
十
七
家
。

　

天
保
三
十
六
家
等
ノ
書
ヲ
撰
シ
テ
。
世
ニ
傳
ヘ
タ
リ
。

　
（
後
略
）」

　

田
能
村
竹
田
（
一
七
七
七
‐
一
八
三
五
）
は
豊
後
国
直

入
郡
出
身
の
文
人
画
家
と
し
て
著
名
な
人
物
で
あ
る
。
淡

窓
も
直
接
会
っ
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
子
如
仙
（
太
一
又

は
太
乙
）
は
咸
宜
園
で
五
年
間
学
ん
で
い
る
。
帰
郷
し
て

か
ら
は
岡
藩
の
藩
校
「
由
学
館
」
で
教
授
す
る
な
ど
し
て

活
躍
し
た
。

　

こ
こ
で
は
田
能
村
竹
田
に
関
す
る
記
述
を
「
懐
旧
樓
筆

記
」（
巻
二
十
四
）
か
ら
紹
介
す
る
。

　
「
文
政
八
年
乙
酉
。
予
年
四
十
有
四
。（
中
略
）
二
月

二
十
五
日
。
田
能
邨
行
藏
來
リ
訪
ヘ
リ
。
行
藏
ハ
竹
田

先
生
ト
號
ス
。
畫
ヲ
善
ク
シ
。
詩
文
ニ
長
シ
。
當
今
第

一
風
流
ノ
宗
匠
ナ
リ
。
其
子
太
一
予
カ
門
ニ
入
リ
タ
ル

故
。
數
度
予
家
ニ
往
來
セ
リ
。（
後
略
）」

「
懐
旧
楼
筆
記
」（
巻
三
十
五
）

天
保
六
年
（
一
八
三
五
）
九
月
二
十
五
日
条

「
二
十
五
日
。
田
能
村
竹
田
カ
歿
ス
ル
ヲ
聞
ケ
リ
。
竹

田
昔
年
往
来
セ
シ
コ
ト
ハ
。
前
ニ
記
セ
リ
。
浪
華
ニ
遊

ヒ
。
彼
地
ニ
テ
歿
セ
リ
。
壽
ハ
五
十
九
ト
カ
聞
ケ
リ
。

未
タ
審
カ
ナ
ラ
ス
。
此
人
上
國
ニ
於
テ
。
極
メ
テ
高
名

ナ
リ
。
天
保
十
七
家
絶
句
ニ
。
其
詩
ヲ
出
セ
リ
。
後
來

畫
名
甚
タ
盛
ナ
リ
。
片
紙
寸
錦
ト
雖
モ
。
其
價
頗
貴
シ
。

賴
子
成
相
結
ヒ
。
互
ニ
聲
援
ヲ
ナ
セ
リ
。
是
ヲ
以
テ
名

譽
傳
播
ス
ル
コ
ト
速
ナ
リ
。
二
子
相
繼
イ
テ
歿
ス
。
皆

六
十
ニ
満
タ
ズ
。
惜
哉
。」

淡
窓
の
交
流
関
係

淡
窓
と
田
能
村
竹
田

　

草
場
佩
川
は
肥
前
多
久
の
儒
学
者
で
あ
る
。
多
久
の
邑

校
「
東
原
庠
舎
」
で
学
ん
だ
草
場
佩
川
は
、
二
十
代
半
ば

に
し
て
朝
鮮
通
信
使
の
応
接
に
関
わ
り
、
そ
の
詩
文
は
書

画
は
通
信
使
た
ち
か
ら
絶
賛
さ
れ
た
。後
に
佐
賀
藩
校「
弘

道
館
」
の
敎
授
と
し
て
後
進
の
指
導
に
あ
た
り
、
ま
た
文

人
と
し
て
も
活
躍
し
た
。
淡
窓
と
は
二
十
年
に
わ
た
る
書

簡
で
の
や
り
取
り
を
経
て
、
初
め
て
会
っ
た
こ
と
が
淡
窓

の
著
書
に
触
れ
て
い
る
の
で
紹
介
す
る
。

「
懐
旧
楼
筆
記
」（
巻
四
十
五
）

「
天
保
十
三
年
。
歳
在
壬
寅
。
予
年
六
十
一
。（
中
略
）

（
九
月
）
五
日
。（
中
略
）
佐
嘉
ニ
達
ス
。
巒
三
郎
來
迎

ヘ
タ
リ
。及
佩
川
ノ
弟
子
富
岡
左
次
郎
同
シ
ク
來
レ
リ
。

導
イ
テ
一
家
ノ
樓
上
ニ
至
リ
。
休
ハ
シ
ム
。
佩
川
來
リ

見
エ
タ
リ
。
佩
川
姓
ハ
草
場
名
ハ
鞾
。
字
ハ
棣
芳
通
稱

ハ
瑳
助
。
佩
川
ハ
其
號
ナ
リ
。
予
ヨ
リ
少
キ
コ
ト
五
歳

ナ
リ
。
初
ハ
多
久
ノ
家
臣
ナ
リ
。
近
來
擢
テ
ラ
レ
テ
佐

嘉
侯
ノ
儒
臣
ト
爲
ル
。
予
是
ト
書
信
往
復
ス
ル
コ
ト

二
十
年
。
今
初
メ
テ
相
見
ス
。（
後
略
）」

淡
窓
と
草
場
佩
川
の
交
流

「懐旧楼筆記」巻 45　
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今
回
の
展
示
で
は
、
幕
末
に
出
版
さ
れ
た
『
安
政

三
十
二
家
絶
句
』
と
『
文
久
二
十
六
家
絶
句
』
の
二
つ
の

詩
集
を
出
品
し
ま
し
た
。
当
時
の
儒
学
者
は
基
礎
的
学
問

で
あ
る
漢
学
を
学
ぶ
と
同
時
に
、
社
交
的
教
養
と
し
て
の

漢
詩
を
た
し
な
み
と
す
る
こ
と
が
通
例
で
し
た
。よ
っ
て
、

著
名
な
儒
学
者
は
、
同
時
に
漢
詩
人
と
し
て
も
名
高
い
と

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
二
つ
の
詩
集
に
掲
載
さ
れ
た

人
物
を
概
観
す
る
と
、安
政
の
絶
句
集
で
は
、淡
窓
・
星
巌
・

石
秋
・
柮
堂
・
弘
庵
・
渓
琴
・
小
山
・
磐
渓
・
秋
里
・
旭
荘
・

竹
外
・
黄
石
・
佛
山
・
訥
堂
・
江
城
・
陶
呼
・
湖
山
・
枕
山
・

舟
山
・
青
村
・
春
涛
・
支
峰
・
松
塘
・
冷
窓
・
毅
堂
・
三
樹
・

鐵
兜
・
誠
軒
・
松
島
・
梅
癡
・
天
章
・
清
狂
、
附
録
に
雲
嶺
・

梅
隠
・
天
江
・
静
呼
の
計
三
六
名
中
、
咸
宜
園
出
身
者
は

淡
窓
を
含
め
て
五
名
、
ま
た
文
久
の
絶
句
集
で
は
、
佩
川
・

雙
石
・
雲
嶺
・
石
秋
・
松
陰
・
拙
堂
・
盤
渓
・
旭
荘
・
竹

外
・
韜
庵
・
佛
山
・
鶴
汀
・
雲
如
・
柳
東
・
枕
山
・
春
涛
・

淡
水
・
静
逸
・
松
塘
・
毅
堂
・

春
帆
・
秀
野
・
栗
園
・
秋
村
・

古
渓
・
五
岳
の
計
二
六
名
中

に
四
名
の
咸
宜
園
門
下
生
が

含
ま
れ
て
い
ま
す
。
全
国
か

ら
選
抜
さ
れ
た
作
品
集
の
中

で
、
咸
宜
園
の
存
在
は
ひ
と

き
わ
光
を
放
っ
て
い
ま
す
。

幕
末
漢
詩
壇
で
の
咸
宜
園
出
身
者
の
活
躍

　

友
石
晴
之
助
と
『
佛
山
堂
詩
鈔
』

咸
宜
園
と
水
哉
園
を
両
塾
で
学
ん
だ
豊
前
国
企
救
郡
出

身
の
門
下
生
に
友
石
子
徳
（
通
称
晴
之
助
）
と
い
う
人
物

が
い
る
。
先
に
入
門
し
た
の
は
村
上
佛
山
の
塾
で
あ
っ

た
。
佛
山
は
弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）
に
自
ら
作
詩
し
た

漢
詩
で
詩
集
を
編
纂
す
る
こ
と
を
思
い
立
ち
、
門
弟
の
友

石
と
里
見
文
恪
に
作
業
を
手
伝
わ
せ
た
結
果
、
嘉
永
三
年

（
一
八
五
〇
）
一
〇
月
に
は
詩
稿
は
完
成
し
て
い
た
。
翌

年
二
月
に
友
石
は
廣
瀬
淡
窓
の
咸
宜
園
に
入
門
す
る
。
そ

の
後
、
間
も
な
く
し
て
『
佛
山
堂
詩
鈔
』
の
詩
稿
の
評
と

序
を
淡
窓
に
急
ぎ
依
頼
し
て
い
る
。
友
石
ら
の
努
力
の
甲

斐
も
あ
っ
て
、
嘉
永
五
年
一
〇
月
に
初
版
の
第
一
編
が
水

哉
園
に
届
い
た
。
そ
の
後
は
、
佛
山
の
日
記
に
咸
宜
園
で

詩
鈔
が
教
材
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
始
め
、
友

石
の
記
述
は
双
方
の
日
記
に
見
ら
れ
る
。

友石晴之助の入門簿　右：水哉園、左：咸宜園

←中央右：「淡窓日記」嘉永 6年（1853）1 月 21 日の条、塾生
の晴之助が新刻『佛山堂詩鈔』を持って来た。淡窓は自分自身が
その首を書いたため記録したとある。中央左：「佛山堂日記」嘉
永 6年 3月 24 日の条、淡窓より詩鈔出版（上木）に関して佛山
に手紙が届き、併せて祝儀一封もあったようだ。

「佛山堂日記」（嘉永 6年 1月） 「淡窓日記」（嘉永 6年 3月）

『佛山堂詩鈔』は、嘉永 5年（1852）10 月に完成したとされ、冒頭の首は
廣瀬淡窓が書いている。写真中央の「題佛山堂詩鈔首」がそれである。

「佛山堂日記」嘉永 6年 9月 26日の条、日田の長野氏から受けた書簡で昨年

出版した『佛山堂詩鈔』が咸宜園の講義で使用されていることを知った。
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５

咸
宜
園
告
諭

　

　

淡
窓
が
天
保
一
二
年
（
一
八
四
一
）
咸
宜
園
に
入
門
し
た
麻

生
綱
次
郎
に
口
述
筆
記
さ
せ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
末
尾
に
記

録
し
た
日
と
思
わ
れ
る
閏
五
月
の
記
載
が
あ
り
、
綱
次
郎
の
入

門
以
降
で
最
初
に
来
る
閏
五
月
は
弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）
と

な
る
が
そ
の
時
の
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
綱
次
郎
の
父
は
淡
窓
の

門
下
生
・
麻
生
伊
織
で
あ
る
。

６　

淡
窓
日
記
（
巻
五
・
巻
六
）

　

淡
窓
日
記
は
淡
窓
が
著
し
た
日
記
類
の
総
称
と
し
て
広
く
用

い
て
い
る
が
、
展
示
は
そ
の
中
の
「
欽
斎
日
暦
」（
文
政
一
一

年
〜
天
保
元
年
）と
称
さ
れ
る
部
分
で
あ
る
。
全
四
二
冊（
八
二

巻
）
を
数
え
、
文
化
一
〇
年
（
一
八
一
三
）
淡
窓
三
二
歳
の
時

よ
り
七
五
歳
の
安
政
三
年
九
月
ま
で
の
記
録
で
あ
る
。
淡
窓
は

こ
の
年
の
一
一
月
に
没
し
た
。
途
中
、
文
政
九
年
か
ら
一
〇
年

の
間
は
病
気
療
養
の
た
め
記
述
を
欠
い
て
い
る
。
全
体
は
簡
潔

な
漢
文
で
書
か
れ
て
い
る
。

１　

亀
井
昭
陽
「
烽
山
日
記
」

　

亀
井
昭
陽
は
江
戸
時
代

後
期
の
儒
学
者
で
、
福
岡

藩
の
藩
儒
と
し
て
活
躍
し

た
。
廣
瀬
淡
窓
を
始
め
と
し

て
、
咸
宜
園
出
身
の
廣
瀬
旭

荘
や
中
島
子
玉
な
ど
が
師
事

し
た
。
烽
山
日
記
は
文
化
六

年
〜
七
年
（
一
八
〇
九
〜

一
八
一
〇
）
に
藩
の
烽
火
番

と
し
て
警
備
の
任
に
付
い
て

い
た
時
に
記
し
た
日
記
。
史

料
は
そ
の
写
本
（
咸
宜
園
蔵

書
）
で
、廣
瀬
林
外
の
日
記
に
も
独
看
し
た
と
の
記
載
が
見
え
、

漢
文
の
教
本
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

２

咸
宜
園
月
旦
評

月
旦
評
と
は
咸
宜
園
教
育
の
最
大
の
特
色
で
も
あ
る
成
績

表
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
史
料
は
淡
窓
が
塾
主
を
務
め
て
い

た
嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
）
六
月
の
も
の
で
、
計
二
二
五
名

の
門
下
生
の
名
前
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
他
、
慶
応
二
年

（
一
八
六
六
）、明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
の
も
の
が
現
存
す
る
。

３　

月
旦
録

　

安
政
三
年

（
一
八
五
六
）

四
月
に
始
ま
る

月
旦
録
で
あ

る
。
四
月
時
点

で
在
席
す
る
塾

生
全
て
が
等
級

別
に
記
さ
れ
て

い
る
。
次
の
五
月
か
ら
は
昇
給
者
（
四
四
名
）
の
名
前
だ
け
記

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
同
年
八
月
か
ら
は
米
価
と
塾
生
の
飯

料
が
記
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
塾
の
運
営
上
、
米
価
の
変
動

に
は
敏
感
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
後
、
万
延
元
年
正

月
ま
で
の
記
録
が
収
ま
る
。

４　

宜
園
書
生
規
約
告
諭

　
「
宜
園
書
生
規
約
告
諭
」
は
現
存
す
る
規
約
史
料
の
内
、
原

資
料
と
し
て
は
最
古
の
も
の
で
天
保
一
四
年
（
一
八
四
三
）
に

作
成
さ
れ
た
。
告
諭
と
は
現
在
の
「
生
徒
心
得
」
の
よ
う
な
も

の
で
あ
る
。
史
料
は
表
題
に
あ
る
通
り
、「
規
約
丁
巳
改
正
」「
学

校
制
」「
塾
約 

旭
荘
」
の
他
三
点
が
綴
じ
ら
れ
て
る
。
淡
窓
の

定
め
た
規
約
は
三
件
現
存
す
る
が
、そ
の
内
、「
辛
丑
改
正
規
則
」

（
天
保
一
二
年
）
は
後
の
写
本
で
あ
る
。
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７

懐
旧
楼
筆
記
（
巻
五
・
巻
六
）

史
料
は
淡
窓
の
自

叙
伝
で
全
二
十
八
冊

（
五
六
巻
）
に
及
ぶ
。

天
明
二
年（
一
七
八
二
）

の
誕
生
か
ら
弘
化
二

年
（
一
八
四
五
）
ま
で

の
内
容
で
、
淡
窓
六
五

歳
の
と
き
に
書
き
始
め

た
。
展
示
は
寛
政
九
年

（
一
七
九
七
）
の
春
正

月
、
淡
窓
一
六
歳
の
時

に
儒
学
者
の
藤
左
仲
と
一
緒
に
筑
前
に
向
か
っ
た
こ
と
が
記
さ

れ
、
そ
の
後
、「
亀
井
の
塾
」
に
入
っ
た
記
述
が
あ
る
。
初
見

で
は
な
か
っ
た
が
、南
冥
や
昭
陽
の
印
象
に
つ
い
て
、「
前
略（
南

冥
）
先
生
時
ニ
歳
五
十
五
容
貌
奇
偉
非
常
ナ
リ
。
都
テ
亀
家
ノ

人
ハ
皆
眼
光
人
ヲ
射
ル
コ
ト
ヲ
覚
フ
」
と
記
し
て
い
る
。

８

咸
宜
園
入
門
簿

史
料
は
八
四
冊
に
及

ぶ
咸
宜
園
の
入
門
簿
で

あ
る
。
記
録
は
享
和
元

年
（
一
八
〇
一
）
五
月

か
ら
始
ま
り
、
明
治

三
〇
年
（
一
八
九
七
）

六
月
ま
で
続
く
。
廣
瀬

淡
窓
の
開
塾
は
文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）
の
長
福
寺
学
寮
か
ら

と
さ
れ
る
が
、
そ
れ
以
前
に
教
授
し
て
い
た
数
名
の
門
下
生
に

つ
い
て
も
入
門
簿
を
後
に
整
え
た
。
入
門
簿
記
載
の
最
初
の
門

弟
は
、
日
田
郡
隈
町
の
館
林
伊
織
で
あ
る
。

９　

明
治
時
代
咸
宜
園
絵
図
（
複
製
）

　

文
化
一
四
年
（
一
八
一
七
）
に
開
塾
し

た
咸
宜
園
当
時
の
姿
で
は
な
い
が
、
塾

の
全
容
を
描
い
て
い
る
。
画
は
豊
後
国

戸
次
の
出
身
で
咸
宜
園
門
下
生
の
小
栗

布
岳
に
よ
る
も
の
で
、
布
岳
が
在
籍
し

た
頃
の
記
憶
を
も
と
に
し
て
明
治
一
六

年
（
一
八
八
三
）
に
描
い
た
と
さ
れ
る
。

画
は
南
西
方
向
か
ら
塾
全
体
を
俯
瞰
し
、

西
家
部
分
（
塾
の
左
側
）
の
左
上
に
は

民
家
を
借
り
受
け
て
学
生
寮
と
し
た
「
北

塾
」
の
建
物
が
見
え
る
。
全
体
と
し
て

は
淡
窓
時
代
の
最
盛
期
を
描
い
た
よ
う

に
見
え
る
が
、
左
上
部
に
安
政
三
年
に

没
し
た
淡
窓
の
墓
地
「
長
生
園
」
が
確

認
で
き
る
。

10　

大
正
時
代
咸
宜
園
絵
図
（
複
製
）

　

大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
に
淡
窓

先
生
頌
徳
祭
が
開
催
さ
れ
る
に
あ
た

り
、
旧
門
下
生
た
ち
が
集
っ
て
往
時

の
咸
宜
園
の
姿
を
思
い
起
こ
し
、
門

下
生
の
長
岡
永
邨
（
日
田
出
身
の
画

家
）
に
よ
り
画
か
れ
た
咸
宜
園
絵
図

で
あ
る
。
大
正
時
代
の
絵
図
と
は
異

な
り
、
北
側
か
ら
見
た
姿
と
な
っ
て

い
る
。
当
時
は
す
で
に
講
堂
や
寄
宿

舎
な
ど
主
な
塾
舎
は
殆
ど
失
わ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
江
戸
時
代
末
期
の
姿

が
再
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

11　

蔵
春
園
入
門
簿

　
「
蔵
春
園
」
は
文
政
七

年
（
一
八
二
四
）
に
恒
遠

醒
窓
が
豊
前
国
上
毛
郡
薬

師
寺
村
に
開
い
た
塾
で
あ

る
。
創
設
時
は「
自
遠
館
」

と
し
た
。
史
料
は
醒
窓
と

そ
の
長
子
の
精
斎
が
塾
を

経
営
し
た
時
の
入
門
簿

で
、現
在
二
三
冊
が
残
る
。

親
子
二
代
で
三
千
名
の
門

下
生
を
教
育
し
た
が
、
現

存
す
る
入
門
簿
に
記
載
さ

れ
た
そ
の
数
は
四
一
二
名

で
あ
る
。

12

旧
点
簿

蔵
春
園
で
使
用
さ
れ
た
塾

生
の
昇
級
に
関
す
る
記
録
簿

で
あ
る
。
表
紙
は
一
部
破
損

す
る
が
、
旧
点
簿
と
記
し
た

下
に
「
上
等
中
」
の
文
字
が

見
え
る
。
咸
宜
園
と
同
様
の

月
旦
評
が
採
用
さ
れ
た
と
す

る
が
、
こ
の
記
述
か
ら
は
咸

宜
園
で
導
入
し
た
一
級
か
ら

九
級
ま
で
の
九
級
制
（
各
級

二
段
階
で
計
一
八
等
級
）
で

は
な
く
、
上
・
中
・
下
等
の
各
段
階
に
さ
ら
に
上
中
下
の
三
つ

を
設
け
た
全
一
八
等
級
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
、
こ
の
点
で
は

同
時
期
の
水
哉
園
の
成
績
表
と
同
じ
で
あ
る
。
咸
宜
園
で
は
現

在
ま
で
旧
点
簿
な
る
史
料
の
存
在
は
不
詳
で
あ
る
。
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13

蔵
春
園
告
諭
・
蔵
春
園
告
諭
（
臨
時
）

蔵
春
園
の
塾
生
た
ち
に
示
し
た
「
告
諭
」（
写
真
上
）
は
、

今
日
の
「
生
徒
心
得
」
に
あ
た
る
も
の
で
、
塾
生
た
ち
が
学
園

生
活
を
送
る
う
え
で
守
る
べ
き
ル
ー
ル
が
二
十
二
項
目
に
わ

た
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
天
保
八
年
（
一
八
三
七
）

の
臨
時
告
諭
も
伝
わ
る
。

14

恒
遠
醒
窓
日
記

醒
窓
の
日
記

は
文
政
九
年

（
一
八
二
六
）、
天
保

二
年
（
一
八
三
一
）、

破
損
の
た
め
記
載
年

不
詳
の
三
冊
が
残

る
。
全
て
漢
文
日
記

で
あ
る
。
文
政
日
記

に
は
「
醒
斎
漫
録
」

と
表
題
が
あ
る
。

15　

恒
遠
精
斎
日
記

　

恒
遠
精
斎
の
日
記
は
、
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
翌
年
一
月

ま
で
、
同
七
年
、
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
は
翌
年
二
月
ま
で
、

安
政
三
年
の
四
冊
が
残
る
。
安
政
三
年
一
一
月
に
没
し
た
淡
窓

の
葬
儀
に
係
る
記
載
に
詳
し
く
、
咸
宜
園
側
に
は
記
録
の
無
い

部
分
で
あ
る
こ
と
か
ら
貴
重
な
史
料
で
あ
る
。

16　

恒
遠
醒
窓
肖
像

　

私
塾
蔵
春
園
を
開
設
し
た
恒
遠
醒
窓
の
肖
像
で
あ
る
。
漢
詩

は
『
遠
帆
楼
詩
集
』
に
収
載
さ
れ
る
「
示
学
生
之
作
」
で
、
醒

窓
の
代
表
的
な
作
で
あ
る
。
書
は
「
九
月
山
邨
霜
露
繁
、
客
衣

新
授
有
餘
温
、
郷
書
一
読
須
三
拝
、
内
滴
慈　

親
老
涙
痕
」
と

あ
り
、
孫
の
恒
遠
梅
村
八
五
歳
の
時
に
書
い
た
も
の
。

17　

孔
子
像

　

画
は
誰
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
の
か
定
か
で
は
な
い
が
、
恒
遠

家
に
は
円
山
応
挙
と
も
伝
わ
る
。
賛
は
筑
前
の
儒
学
者
亀
井
南

冥
の
筆
に
な
る
も
の
で
、「
祖
述
堯
舜
、憲
章
文
武
、上
津
天
時
、

下
襲
水
土
」
と
あ
る
。
講
義
の
時
は
蔵
春
園
の
講
堂
正
面
に
掲

げ
ら
れ
た
。

18　
『
遠
帆
楼
詩
集
』
の
序

　

詩
集
の
題
名
に
あ
る
「
遠
帆

楼
」
と
は
、
私
塾
蔵
春
園
の
北

の
一
角
に
あ
っ
た
三
階
建
て
の

建
物
で
、
し
ば
し
ば
詩
会
が
開

か
れ
て
い
た
。
楼
か
ら
の
眺
め

は
遠
く
周
防
灘
に
浮
か
ぶ
帆
船

が
見
え
た
と
伝
わ
る
。

　

淡
窓
は
後
に
自
身
が
咸
宜
園

内
に
建
設
し
た
書
斎「
遠
思
楼
」

と
詩
集
『
遠
思
楼
詩
鈔
』
の
呼

称
と
が
醒
窓
の
そ
れ
と
酷
似
し

て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
触
れ
て

い
る
。
展
示
は
醒
窓
の
詩
集
に

廣
瀬
淡
窓
が
序
文
を
寄
せ
、
門

弟
の
醒
窓
を
た
た
え
て
い
る
。
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19

蔵
園
同
社
詩
集
・
蔵
薗
同
社
詩
初
編作

成
年
は
不
詳
で
あ
る

が
、「
蔵
園
同
社
詩
集
」

は
一
〇
名
の
蔵
春
園
門
下

生
に
よ
る
漢
詩
集
で
あ

る
。
表
紙
の
枠
外
に
「
落

花
吟
三
十
首
次
龍
護
上
人

釈
慈
謙
」
と
記
さ
れ
る

が
、
詩
集
の
中
に
人
物
紹

介
と
作
品
が
収
載
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
「
蔵
薗
同
社

詩
初
編
（
巻
之
二
）」
も
同
様
に
一
四
名
の
蔵
春
園
門
下
生
に

よ
る
作
詩
集
と
考
え
ら
れ
、
咸
宜
園
の
『
宜
園
百
家
詩
』
に
類

似
す
る
。
版
心
に
「
帆
愛
堂
」
と
あ
る
。

20

蔵
春
園
文
机

上
段
は
恒
遠
醒
窓
が
使
用
し
た
文
机
で
あ
る
。
材
質
は
ケ
ヤ

キ
で
、
重
量
感
が
あ
る
。
直
脚
に
は
透
し
が
あ
り
、
い
わ
ゆ
る

天
神
机
の
形
状
を
取
る
。
下
段
の
机
は
蔵
春
園
の
門
下
生
が
使

用
し
た
机
で
あ
る
。
両
端
に
筆
返
し
が
付
き
、
一
列
の
引
出
し

を
備
え
る
。
背
面
に
は
「
文
久
三
年
癸
亥
晩
春
製　

三
友
舎
」

の
墨
書
銘
が
あ
る
ほ
か
、
引
出
し
の
外
底
に
も
塾
生
名
と
思
わ

れ
る
戸
早
直
蔵
の
名
前
と
漢
詩
の
墨
筆
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
脚

に
畳
擦
り
が
あ
る
。

21　

咸
宜
園
文
机

　

上
段
は
咸
宜
園
で
廣
瀬
淡
窓
が
使
用
し
た
と
伝
わ
る
机
で
、

材
質
は
桐
製
、
量
感
は
非
常
に
軽
い
。
い
わ
ゆ
る
天
神
机
で
あ

る
。
筆
返
し
無
し
。
脚
に
は
畳
擦
り
が
有
る
。
仕
上
げ
は
柿
渋

で
あ
る
。
咸
宜
園
に
は
他
に
も
四
脚
の
机
が
伝
わ
る
が
誰
が
使

用
し
た
か
な
ど
不
詳
で
あ
る
。
下
段
は
門
下
生
が
使
用
し
た
机

と
さ
れ
、
材
質
は
杉
で
あ
る
。
両
端
に
筆
返
し
が
付
き
、
脚
に

は
畳
摺
り
が
有
る
。
全
体
を
柿
渋
で
仕
上
げ
る
。
明
治
三
〇
年

（
一
八
九
七
）
咸
宜
園
閉
塾
時
に
収
集
さ
れ
た
も
の
と
伝
わ
る
。

22　

恒
遠
醒
窓
・
精
斎
の
印
章
及
び
箱　

　

落
款
（
篆
刻
）
印
で
あ
る
。
一
対
の
大
型
品
は
醒
窓
が
使
用

し
た
と
さ
れ
、
杜
甫
の
漢
詩
が
陰
刻
さ
れ
、
丙
酉
年
の
銘
が
見

え
る
。
中
型
品
は
引
首
印
で
あ
る
。
ま
た
一
対
の
小
型
品
は
精

斎
が
使
用
し
た
も
の
。
陽
刻
で
「
精
斎
」
の
文
字
が
判
る
。
小

型
品
数
十
個
が
収
ま
る
木
製
の
印
章
箱
も
残
る
。

23　

咸
宜
園
入
門
簿

　

恒
遠
家
か
ら
は
三
人
の
咸

宜
園
出
身
者
が
い
る
。
最
初

は
恒
遠
醒
窓
（
入
門
名
は
和

市
）で
文
政
二
年（
一
八
一
九
）

に
入
門
し
た
。
紹
介
者
の
別

府
一
九
郎
は
、
豊
前
国
三
毛

門
手
永
の
大
庄
屋
で
あ
っ
た
。

続
い
て
、
文
政
四
年
に
醒

窓
の
弟
運
平
（
の
ち
の
西
秋

谷
）
が
兄
の
紹
介
で
入
門
し

て
い
る
。
成
績
優
秀
で
塾
頭

を
任
さ
れ
、
咸
宜
園
の
十
八

才
子
の
一
人
に
数
え
ら
れ
る
。

そ
の
後
は
、
天
保
一
四
年

（
一
八
四
三
）
に
恒
遠
次
三
郎

（
後
の
香
農
）
が
叔
父
の
醒
窓

の
紹
介
で
入
門
し
た
。

24　

戸
早
春
邨
書

　

戸
早
春
邨
は
豊
前
上
毛
郡
の
人
。
戸
早
謂
川
の
子
で
、
名
は

亨
、
字
は
子
元
、
通
称
貞
吉
、
後
に
養
澤
と
し
た
。
春
邨
は
そ

の
号
で
あ
る
。
恒
遠
醒
窓
の
蔵
春
園
で
学
ん
だ
秀
才
で
、
一
六

歳
に
し
て
塾
頭
に
な
っ
た
。
日
田
出
身
の
咸
宜
園
門
下
生
で
、

三
絶
僧
と
し
て
名
高
い
平
野
五
岳
ら
と
交
流
が
あ
っ
た
。
春
邨

は
医
者
と
し
て
中
津
で
開
業
す
る
が
、
詩
画
を
得
意
と
し
て
多

く
の
作
品
を
残
し
て
い
る
。
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25

咸
宜
園
入
門
簿

徳
令
は
筑
後
国
柳
川
上
妻
郡
の
出
身
で
、本
名
は
藐
姑
射（
は

こ
や
）
徳
令
、
幼
名
は
満
江
、
号
を
石
門
と
し
た
。
文
政
五
年

（
一
八
二
二
）
五
月
に
兄
徳
溟
と
共
に
咸
宜
園
に
入
門
し
た
。

徳
令
は
そ
の
時
二
〇
歳
で
あ
っ
た
。
文
政
一
一
年（
一
八
二
八
）

に
は
当
時
在
籍
す
る
塾
生
の
中
で
最
も
上
位
の
成
績
を
修
め
、

塾
長
も
務
め
て
い
た
。
天
保
二
年
（
一
八
三
一
）
九
月
に
一
〇

年
余
り
に
及
ぶ
学
問
を
終
え
て
大
帰
（
卒
業
）
し
た
。

26

廣
瀬
淡
窓
肖
像
（
複
製
）

廣
瀬
淡
窓
の
肖
像
画
で
あ
る
。
現
存
す
る
肖
像
画
の
中
で

も
最
も
若
い
姿
の
淡
窓
（
五
〇
歳
前
後
）
を
描
い
た
作
品
と

さ
れ
る
。
咸
宜
園
門
下
生
で
あ
っ
た
木
屋
徳
令
が
天
保
二
年

（
一
八
三
一
）
に
咸
宜
園
を
大
帰
（
卒
業
）
す
る
に
あ
た
り
、

小
倉
藩
絵
師
の
高
木
豊
水
に
描
か
せ
た
も
の
で
あ
る
。
豊
水
は

豊
後
日
田
の
出
身
で
、
淡
窓
に
も
学
ん
だ
後
、
小
倉
藩
の
御
用

絵
師
と
な
っ
た
人
物
。
賛
は
淡
窓
の
自
筆
で
あ
る
。

27

私
塾
設
置
伺
書

　

木
屋
徳
令
は
、
咸
宜

園
で
学
ん
だ
後
、
天
保

五
年
（
一
八
三
四
）
よ
り

京
都
の
高
倉
学
寮
で
仏
学

を
修
め
た
。
嘉
永
元
年

（
一
八
四
八
）
に
帰
郷
し
、

光
善
寺
住
職
第
一
三
世
と
な
っ
た
。
ま
た
寺
域
で
は
私
塾
「
修

文
館
」
を
開
設
し
た
。
当
時
の
史
料
に
は
乏
し
い
が
、
寺
伝
で

は
明
治
一
八
年
に
閉
塾
し
た
と
さ
れ
る
が
、
内
容
は
設
置
の
目

的
、
塾
の
名
称
、
学
科
学
期
課
程
、
私
塾
規
則
や
生
徒
心
得
、

寄
宿
舎
規
則
等
が
記
さ
れ
る
。
史
料
に
は
明
治
一
八
年
九
月

一
五
日
付
で
塾
の
設
置
が
認
可
さ
れ
た
証
の
文
章
と
福
岡
県
大

書
記
官
の
印
が
あ
る
。

28　

修
文
館
規
約

　

明
治
一
八
年
七
月
の

作
成
で
私
塾
設
置
伺
書

の
写
し
で
あ
る
。
規
約

に
は
塾
内
で
の
礼
儀
、

飲
食
、
出
入
な
ど
の
記

載
に
始
ま
り
、
学
科
目

は
「
修
身
作
文
史
学
子

集
部
学
」
と
し
、
一
日

の
授
業
時
間
は
六
時
間

と
あ
る
。
募
集
生
徒
は

七
〇
人
と
し
、
年
齢
は

一
五
歳
以
上
と
し
て
い

る
。
徳
令
の
履
歴
に
は

廣
瀬
淡
窓
の
も
と
で
学

問
を
修
め
た
こ
と
を
明

記
し
た
。

29

佛
山
堂
日
記

豊
前
国
の
儒
学
者

村
上
佛
山
が
、
天
保

一
五
年（
一
八
四
四
）

か
ら
慶
応
二
年

（
一
八
六
六
）
に
か

け
て
、
家
事
や
地
域

の
行
事
、
塾
運
営
に

関
す
る
記
事
な
ど
が

中
心
と
な
っ
た
日
記

で
あ
る
。
ま
た
、
佛

山
の
母
お
民
に
対
す

る
佛
山
の
孝
養
の
行

状
録
で
も
あ
る
。

30

入
門
姓
名
録

天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
〜
明
治
一
七
年
（
一
八
八
四
）

ま
で
の
入
門
記
録
で
、
現
存
す
る
姓
名
録
に
記
録
さ
れ
た
門

下
生
の
数
は
合
計

一
二
六
三
名
、
豊
前

か
ら
は
九
一
九
名
と

一
番
多
く
、
次
い
で

長
門
か
ら
九
九
名
、

筑
前
か
ら
は
九
七
名

が
学
ん
で
い
る
。
展

示
は
水
哉
園
か
ら
咸

宜
園
に
遊
学
し
た
二

人
の
塾
生
「
友
石
晴

之
助
」
と
「
釈
大
運
」

の
記
録
で
あ
る
。
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31

佛
山
堂
詩
鈔
第
二
編
版
木

『
佛
山
堂
詩
鈔
』

は
第
一
編
か
ら
同

三
編
ま
で
出
版
さ

れ
ま
し
た
が
、
現

在
、
佛
山
堂
文
庫

に
保
管
さ
れ
る
の

は
第
二
編
の
版
木

五
四
枚
で
あ
る
。

左
の
拡
大
写
真
は

代
表
的
な
詩
「
水

哉
園
詩
示
門
生
」

の
版
木
で
あ
る
。

32　

書
翰
集

　

書
簡
集
は
全
九
巻
か
ら
成
る
。

咸
宜
園
と
水
哉
園
の
関
係
を
示
す

か
の
よ
う
に
、廣
瀬
淡
窓
や
旭
荘
、

青
邨
、
林
外
と
初
代
か
ら
四
代
目

塾
主
ま
で
の
往
信
書
簡
が
残
さ
れ

る
。
そ
の
他
、
淡
窓
門
下
の
山
本

晴
海
、
板
野
誼
三
（
儀
造
）、
柴

六
郎
（
秋
村
）、
村
上
姑
南
（
咸

宜
園
第
七
代
塾
主
）、
帆
足
杏
雨
、

辛
島
春
帆
、
西
秋
谷
（
恒
遠
醒
窓

の
実
弟
）な
ど
の
名
前
が
見
え
る
。

33

佛
山
堂

貫
名
海
屋
の
書
で
あ
る
。
海
屋

は
儒
学
者
、
書
画
家
と
し
て
著

名
で
あ
る
。
佛
山
は
天
保
元
年

（
一
八
三
〇
）、
京
都
の
海
屋
の

「
須
静
塾
」
に
立
寄
り
、
数
ヶ
月

の
間
、
学
ん
だ
。
こ
の
書
は
、『
佛

山
堂
詩
鈔
』
が
完
成
し
た
嘉
永
五

年
（
一
八
五
二
）
に
書
い
た
も
の

で
あ
る
。

34　

水
哉
園
南
画

　

咸
宜
園
門
下
生
・
帆
足
杏
雨
が
画
い
た
水
哉
園
の
全
景
で
あ

る
。
杏
雨
は
豊
後
国
大
分
郡
戸
次
村
の
出
身
で
、
田
能
村
竹
田

の
高
弟
で
あ
る
。
画
を
竹
田
に
学
び
、
漢
学
を
淡
窓
や
帆
足
万

里
に
学
ん
だ
。
幼
名
は
熊
太
郎
の
ち
庸
平
、
諱
は
遠
、
字
を
致

大
、
号
は
杏
雨
の
ほ
か
鶴
城
・
聴
秋
・
半
農
な
ど
を
使
用
し
た
。
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35

水
哉
園
文
具

　

村
上
佛
山
が
愛
用
し
た
文
房

具
と
親
交
の
あ
っ
た
廣
瀬
旭
荘

の
遺
品
で
あ
る
。
右
上
は
い
ず
れ

も
石
製
の
硯
で
、
大
型
品
は
底

面
に
麒
麟
の
装
飾
を
持
つ
。
ま

た
小
型
の
も
の
は
木
製
台
座
に

固
定
し
、
表
面
は
蛙
の
装
飾
を

施
し
た
作
品
で
あ
る
。
中
央
上

の
作
品
は
陶
製
の
硯
屏
で
あ
る
。

硯
屏
と
は
、
硯
の
側
に
立
て
て
、

ち
り
や
ほ
こ
り
な
ど

を
防
ぐ
小
さ
な
衝
立

と
さ
れ
る
。
両
端
部

に
は
象
の
頭
部
を
あ
し
ら
っ
た
突
起
を
持
つ
。
左
端
は
木
製
の

文
鎮
と
伝
わ
る
。表
に
は
竹
の
彫
刻
を
施
し
、「
七
十
八
翁
范
曹
」

と
陰
刻
さ
れ
る
。
ま
た
、
峰
に
は
「
秋
峯
戯
刀
」、
裏
面
に
も

字
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

右
下
は
廣
瀬
旭
莊
の
遺
品
を
譲
り
受
け
た
銅
製
の
水
牛
型
水

滴
（
水
差
し
）
で
あ
る
。
廣
瀬
家
の
人
物
で
は
特
に
旭
荘
と
の

交
流
が
深
か
っ
た
こ
と
が
佛
山
の
日
記
に
も
見
え
る
。
小
型
品

で
あ
る
が
陰
刻
の
細
や
か
さ
と
精
巧
な
つ
く
り
は
秀
逸
で
あ

る
。

36　

水
哉
園
教
具

　

水
哉
園
で
使
用
さ
れ
た
拍
子
木
で
あ
る
。
水
哉
園
の
講
義
の

際
に
始
業
と
終
業
を
知
ら
せ
た
大
小
二
組
の
拍
子
木
と
伝
わ

る
。
大
型
品
に
は
墨
書
が
あ
り
、「
京
都
郡
稗
田
村
・
・
・
」

な
ど
の
文
字
が
微
か
に
見
え
る
。

37　

瓢
箪

　

青
年
時
代
、
各
地
を
遍
歴
し
て
い
ま

し
た
。
水
哉
園
を
開
い
た
頃
か
ら
は
、

老
母
を
心
配
さ
せ
ま
い
と
遠
出
の
旅
行

は
控
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
香

春
や
勝
山
、
中
津
、
馬
ヶ
岳
や
英
彦
山

な
ど
近
隣
の
山
々
に
は
母
や
塾
生
を
と

も
な
っ
て
し
ば
し
ば
訪
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
時
に
は
、
瓢
箪
や
小
瓶
に
入
れ
た
お
酒
も
お
供
さ
せ
て
い

た
よ
う
で
す
。
佛
山
堂
日
記
に
も
度
々
、
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

38　

長
仰
遺
風

　

扁
額
は
、
村
上
佛
山
の
死
後
、
先
生
の
教

え
を
守
る
こ
と
を
誓
っ
た
門
下
生
の
末
松
謙

澄
の
筆
に
よ
る
も
の
。
書
は
、
右
よ
り
「
長

仰
遺
風
」、
縦
に
「
奉
題
佛
山
先
生
遺
迹
」、

号
は
謙
と
し
た
。
謙
澄
は
、
水
哉
園
で
学
ん

だ
後
、
東
京
日
日
新
聞
で
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

を
務
め
、
明
治
二
三
年
（
一
八
九
〇
）
に
は

第
一
回
衆
議
院
議
員
選
挙
で
当
選
し
た
。
そ

の
後
も
政
治
家
と
し
て
、
伊
藤
博
文
内
閣
を

支
え
た
人
物
で
あ
っ
た
。

39　

水
哉
園
月
旦
評

　

村
上
佛
山
が
開
設
し
た
私
塾
「
水
哉
園
」
で
使
用
し
た
成
績

表
で
あ
る
。「
安
政
第
四
十
月
席
序
」
と
表
記
さ
れ
、
安
政
四

年
（
一
八
五
七
）
十
月
に
発
表
さ
れ
た
席
序
に
は
塾
生
九
六
名

の
名
前
が
確
認
で
き
る
。
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40

咸
宜
園
入
門
簿

友
石
晴
之
助
は
豊
前
国
の
出
身
で
、
最
初
は
村
上
佛
山
の
私

塾
水
哉
園
に
入
門
し
学
問
を
修
め
て
い
た
が
、
そ
の
後
は
豊
後

日
田
で
私
塾
咸
宜
園
を
開
い
て
い
た
廣
瀬
淡
窓
に
師
事
し
た
。

咸
宜
園
で
は
成
績
優
秀
で
九
級
下
ま
で
進
ん
だ
上
等
生
で
あ

る
。
日
田
へ
遊
学
し
た
後
も
、「
佛
山
堂
日
記
」
に
し
ば
し
ば

登
場
し
、『
佛
山
堂
詩
鈔
』
の
出
版
に
あ
た
っ
て
貢
献
し
た
人

物
の
一
人
。

釈
大
運
は
筑
前
夜
須
郡
西
福
寺
の
僧
侶
で
、
豊
前
国
の
村
上

佛
山
に
漢
学
を
学
ん
だ
。
そ
の
後
、
安
政
七
年
（
一
八
六
〇
）

閏
三
月
一
三
日
の
「
佛
山
堂
日
記
」
に
は
、
日
田
遊
学
の
相
談

を
し
た
大
運
に
つ
い
て
、
師
・
佛
山
は
咸
宜
園
塾
主
・
廣
瀬
青

邨
に
書
簡
を
作
成
し
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
る
。
大
運
は
、
そ
れ

か
ら
四
日
後
に
咸
宜
園
に
入
門
し
た
。

41　

佛
山
堂
詩
鈔

　

村
上
佛
山
の
詩
集
で
、
嘉
永

五
年
（
一
八
五
二
）
に
第
一
編

を
刊
行
し
た
。
首
文
は
廣
瀬
淡

窓
、
序
は
篠
崎
小
竹
、
評
に
は

貫
名
海
屋
、
梁
川
星
巌
、
草
場

佩
川
、
池
内
陶
所
の
ほ
か
、
淡

窓
の
末
弟
・
廣
瀬
旭
荘
等
の
名

が
見
え
る
。
そ
の
後
、
第
二
編

を
明
治
三
年
（
一
八
七
〇
）、

第
三
編
を
明
治
八
年
に
出
版
し

た
。
第
四
編
は
草
稿
本
が
残
っ

て
い
る
。

42　

帆
足
万
里
肖
像

　

豊
後
国
日
出
藩
の
儒
学
者
で
帆
足
万
里
の
肖
像
で
あ
る
。
三

浦
梅
園
や
脇
愚
山
、
亀
井
南
冥
な
ど
に
師
事
し
た
後
、
日
出
藩

内
で
家
塾
「
稽
古
堂
」
を
開
き
、
藩
士
の
教
育
な
ど
に
従
事
し

た
。
ま
た
家
老
と
し
て
藩
財
政
の
立
て
直
し
に
も
尽
力
し
て
い

る
。
晩
年
は
隠
棲
し
て
、
私
塾
「
西
崦
精
舎
」
を
開
設
し
、
地

域
だ
け
で
な
く
、
各
地
か
ら
塾
生
を
集
め
て
教
授
し
た
。
万
里

は
、
三
浦
梅
園
や
廣
瀬
淡
窓
と
併
せ
て
「
豊
後
の
三
賢
」
と
称

さ
れ
る
。
寛
政
一
三
年
（
一
八
〇
一
）、
日
田
を
訪
ね
た
折
に

淡
窓
と
も
面
会
し
た
。

43

懷
旧
楼
筆
記
（
巻
之
九
）

　

帆
足
万
里
と
廣
瀬

淡
窓
が
咸
宜
園
に
お

い
て
初
め
て
面
会
し

た
時
の
こ
と
を
記
録

し
た
も
の
。
淡
窓
は

二
〇
歳
、
万
里
は

二
四
歳
で
あ
っ
た
。

淡
窓
は
そ
の
後
の
万

里
の
活
躍
ぶ
り
を
「（
前
略
）
此
人
。
後
来
其
名
益
高
ク
。
一

世
ニ
於
テ
。
大
儒
ノ
称
ヲ
得
タ
リ
。」
と
説
明
し
て
い
る
。

44　

窮
理
通

　

万
里
の
代
表
的
な
著
書
作

が
「
窮
理
通
」
で
あ
る
。
西

洋
の
自
然
科
学
に
通
じ
た

科
学
書
と
位
置
づ
け
ら
れ
る

が
、
著
述
す
る
に
あ
た
っ
て

は
複
数
の
蘭
語
の
科
学
書

を
参
考
に
し
た
と
伝
え
ら

れ
る
。
完
成
は
天
保
七
年

（
一
八
三
六
）。
稿
本
は
自
ら

が
主
宰
す
る
私
塾
「
西
崦
精

舎
」
で
も
使
用
さ
れ
た
。
他

著
に
は
『
肄
業
餘
稿
』
が
あ
る
が
、「
肄
業
」
と
は
「
手
習
い
」

と
い
う
意
で
、
文
章
の
勉
強
の
た
め
に
著
し
た
と
さ
れ
る
。
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45

西
崦
精
舎
図

帆
足
万
里
の
門
下
生
で
、
本
草

学
者
の
賀
来
飛
霞
が
描
い
た
図
で

あ
る
。
私
塾
「
西
崦
精
舎
」
は
、

日
出
藩
の
帆
足
万
里
が
天
保
一
三

年
（
一
八
四
二
）
に
藩
務
を
持
し

て
隠
棲
し
た
地
、
速
見
郡
南
端
村

目
苅
に
塾
を
開
い
た
。「
西
崦
」

と
は
、「
西
方
の
日
の
没
す
る
山
」

の
意
と
さ
れ
る
。
現
地
は
、
絵
図

に
画
か
れ
た
建
物
は
全
て
失
わ
れ

て
い
る
が
、土
地
の
形
状
に
そ
の
痕
跡
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
塾
の
跡
地
に
は
明
治
四
五
年
（
一
九
一
二
）
に
「
西
崦

精
舎
碑
」
が
建
立
さ
れ
た
。
こ
の
図
以
外
に
、万
里
の
門
下
生
・

麻
生
貞
樹
が
明
治
四
三
年
頃
に
賀
来
飛
霞
の
画
を
模
写
し
た
と

さ
れ
る
西
崦
精
舎
図
（
掛
軸
）
も
あ
る
。

46

草
場
佩
川
書

草
場
佩
川
は
、
肥
前
国
多
久
藩
の
儒
学
者
で
、
邑
校
「
東
原

庠
舎
（「
学
寮
」
や
「
東
原
精
舎
」
と
も
）」
の
最
後
の
教
授
で

あ
っ
た
。
幕
末
肥
前
を
代
表
す
る
漢
詩
人
で
も
あ
り
、
淡
窓
と

も
交
流
が
深
か
っ
た
人
物
。
作
品
は
竹
の
図
で
あ
る
が
、
箱
書

き
に
は
「
佩
川
舩
山
仙
崖
墨
竹
図
」
と
題
し
、
裏
書
に
は
「
大

正
乙
丑
秋
日

悦
堂
居
士
観
」
と
あ
る
。
悦
堂
と
は
咸
宜
園
門

下
生
の
高
取
悦
堂
の
こ
と
で
、
廣
瀬
家
所
蔵
の
史
料
群
を
調
査

し
た
際
に
書
い
た
も
の
で
あ
る
。
同
時
に
保
管
さ
れ
る
作
品
に

は
、佩
川
の
子
船
山
の
「
草
場
船
山
竹
之
図
」、仙
厓
和
尚
の
「
仙

厓
風
竹
図
」
の
三
部
作
が
一
同
に
箱
に
収
ま
る
。

49　

安
政
三
十
二
家
絶
句

　

全
三
巻
。
廣
瀬
淡
窓
を
筆

頭
に
梁
川
星
巌
や
斎
藤
拙

堂
の
名
が
並
び
、
九
州
で
は

村
上
佛
山
や
草
場
船
山
な

ど
三
二
名
の
詩
人
と
附
録

の
四
名
の
計
三
六
名
が
掲

載
さ
れ
て
い
る
。
咸
宜
園
出

身
者
で
は
廣
瀬
旭
荘
や
廣

瀬
青
村
、
劉
君
鳳
（
掲
載
名

は
石
秋
）、
劉
石
舟
（
掲
載

名
は
冷
窓
）
な
ど
の
名
前
が

見
え
る
ほ
か
、
総
計
七
四
九

首
が
収
ま
る
。

50　

文
久
二
十
六
家
絶
句

　

全
三
巻
。
二
六
名
の
東
西

を
代
表
す
る
詩
人
が
掲
載
さ

れ
る
絶
句
集
で
あ
る
。
筆
頭

は
肥
前
の
草
場
佩
川
で
あ

る
。
そ
の
他
、
後
藤
松
陰
や

大
沼
沈
山
な
ど
名
前
が
見
え

る
。
九
州
で
は
村
上
佛
山
や

咸
宜
園
出
身
者
の
廣
瀬
旭

荘
、
劉
君
鳳
、
柴
秋
村
、
平

野
五
岳
な
ど
が
載
っ
て
お

り
、
総
計
六
一
八
首
が
収
ま

る
。

47

懷
旧
楼
筆
記
（
巻
之
四
十
五
）　

廣
瀬
淡
窓
の
自
叙
伝

「
懐
旧
楼
筆
記
」
に
は
草
場

佩
川
と
初
め
て
肥
前
佐
賀

で
会
っ
た
こ
と
が
記
録
さ

れ
て
い
る
。
天
保
一
三
年

（
一
八
四
二
）、
淡
窓
六
一

歳
の
時
で
あ
っ
た
。
そ
れ

ま
で
書
簡
で
の
交
流
が

二
〇
年
ほ
ど
有
っ
た
こ
と

に
も
触
れ
て
い
る
。

48　

佩
川
詩
鈔　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

草
場
佩
川
は
、
儒
学
者
で

漢
詩
人
、
画
家
と
し
て
も
才

能
を
発
揮
し
た
。
一
三
歳

か
ら
始
め
た
作
詩
は
、
生

涯
で
二
万
余
首
と
謂
わ
れ

る
ほ
ど
、
膨
大
な
漢
詩
を

残
し
て
い
る
。
嘉
永
六
年

（
一
八
五
三
）、
佩
川
六
三
歳

の
時
に
、
息
子
の
船
山
と
西

山
兄
弟
が
編
纂
し
た
『
佩
川

詩
鈔
』四
巻
が
刊
行
さ
れ
た
。

詩
鈔
に
は
六
百
余
首
が
収
載

さ
れ
、
巻
之
一
の
巻
頭
序
文

に
は
篠
崎
小
竹
と
後
藤
松
陰

が
、
ま
た
巻
之
四
の
跋
文
に
は
廣
瀬
淡
窓
と
そ
の
末
弟
の
旭
荘

の
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
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51

熊
懐
舟
山
肖
像

国
学
者
・
歌
人
。
熊
懐
家
は
筑
後
国
生
葉
郡
山
北
村
で
代
々

賀
茂
神
社
の
祠
官
を
務
め
る
。
舟
山
は
号
で
、
名
は
行
禮
、
幼

名
を
秉
馬
と
し
た
。
咸
宜
園
に
は
文
政
二
年
（
一
八
一
九
）

一
五
歳
で
入
門
し
、
淡
窓
に
師
事
し
た
。
そ
の
後
、
青
柳
種
磨

に
国
学
を
学
び
、
二
八
歳
頃
に
肥
前
唐
津
で
私
塾
を
開
い
て
門

弟
を
教
授
し
た
が
、
父
の
病
報
に
接
し
て
帰
郷
し
、
祠
官
を
継

い
だ
。
淡
窓
の
末
弟
旭
荘
の
室
は
山
本
郡
吉
木
村
合
原
家
の
出

身
、ま
た
そ
の
子
林
外
の
室
も
本
郡
山
北
村
の
吉
瀬
家
か
ら
と
、

い
ず
れ
も
そ
の
媒
酌
に
は
舟
山
の
存
在
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。

52

咸
宜
園
往
復
荷
棒

咸
宜
園
門
下
生
熊
懐
舟
山
と
そ
の
孫
穆
堂
（
入
門

名
は
生
男
、
通
称
は
武
男
）
の
二
人
が
入
門
時
に
使

用
し
た
荷
棒
で
あ
る
。
箱
書
き
に
は
「
日
田
咸
宜
園

遊
学
往
復
荷
棒

舟
山
翁
一
一
歳
入
門
ヨ
リ
孫
穆
堂

翁
マ
デ
使
用
」
と
記
さ
れ
る
。
な
お
、
舟
山
の
入
門

年
齢
は
正
し
く
は
一
五
歳
と
思
わ
れ
る
。
材
質
は
杉

で
あ
る
。

廣瀬淡窓肖像
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平成25年度成宜園教育研究センター特別展(秋季企画展) 出品目録一覧

No. 展示資料名
点

法量 所職先 備 考 No. 展示資料名
数

l 亀井昭臨「峰山日記1 2 級担3.6績15.8
公益財団法人 亀井昭腸

27 私塾股置伺書虞瀬資料館 文化六~七年の目寵

2 成宜圃月旦評 1節目績64.1
告益財団法人

嘉永元年六月{糠愈時代} 28 修文館規約
虞祖国If料館

威宣園ゆ繍林外等自筆}

3 月E録 1旗'24.0.16.9
公益尉間法人

安政三年四月~万延元年 29 備山堂日記度調匝資料館
正月までの記録

公益財団法人
4 宜園寄生規約告諭 1 圃胞4.4被16.8 戚宜圃{淡窓時代) 30 入門姓名録

度瓢資料館

5 戚宜圃告諭 1 縦型4.4横16.8
金並財団法人 成宜園{署長愈時代)

31 
4車山堂詩般第二組版

贋瀬資料館 麻生餌次郎写 木

6 談窓自記(巻五・六} 1 離陸4.3横16.0
公益財団法人

担軽愈の日記 32 書輪集虞瀬資料館

7 懐1日畿筆記(巻五・六) 2 縦23.9.15.7(稲本}
公益財団揖人

淡費量の自叙伝 33 仰山堂1Il22.7機16.4(静香} 康司匝資料館

B 戚宜圃入門簿 1雌'26.8績20.5 日岡市 複製巻之ー(淡惣時代} 34 水哉園南画

9 明治時代戚宜圃絵図 1僚42.6繊117.3 四回市 肩額複製

35 水鏡圃文具

10 大正時代成宜園絵園 1縫17.0紡 3.7 日岡市 肩額複製

11 蔵春圃入門簿 23 組担0.8
損22.3-22.自

臓春画 豊前市指定有形文化財 36 水哉園教具

1211日点鱒 1縦:24.5横17.0 蔵事面 豊前市指定有形文化財 37 瓢箪

蔵春圃告諭 ①艇横213.0
①巻子

13 
蔵春圃骨諭(臨時7 2 ②般国.6横18.9 蔵事薗 ②和装本 3日長仰遺風

豊前市指定有形文化財

倒的4.8横17.0
①天保二年

14 恒遺置懇日記 2 ②側担3.4横横1166-.E 旗春匝
②時期不明

39 水哉圃月旦評
@漏b3.51l1116.3 ③文政九年

豊前市指定有形文化財

15恒遺精斎日記 4 鰻'24.4-25.0横16.8 蔵事薗 豊前市指定有形文化財 40 成宜圃入門判事

16 恒遠慮愈肖像 1 IlIll悌.1績41.4 蔵事圃 豊前市指定有形文化財 41 傍山堂詩鯵

掛嘩自

17 孔子像 l 値目85.5積29.8 臓春匝 内山応挙画、亀井南冥費 42 I帆是万里肖像j
豊前市指定有形文化財

18 『遠帆雄勝集』の序 1 11Il26.日績62.5 蔵春画
肩額 11瀬淡窓書

43 懐旧後筆記{巻之九}
豊前市指定有形文化財

19 
蔵園同社詩集 2 飽 482制時} 蔵事圃 豊前市指定有形文化財 44 窮理通
蔵春闘位詩初編 能 4.1"11.2(初編}

①高26.5横85.5
①恒選直措置使用机(棒) 45 西崎精舎図

奥行38.9
Z日蔵春圃文机 2 ②高29.4榔 5.3

灘春町 ②塾生使用机(杉)
豊前市指定有形文化財奥行33.4 46 車場侃川書

①高26.2横110.3

21 成宜圃文机 z 奥行ω.4 目田市
①'.瀬淡密使用机{桐)

47 懐旧横筆菰巻之四十五
②高32.3榔 5.0 ~畠生使用机(杉)
奥行29，2

①②高高2S0O• E 巾5 目9 臭5. 目 ①印章一対(右製}
保川|待紗恒違醒軍軍・精斎 6 巾2自奥2.9 蔵事面 ②印章一対(石製) 48 

22 
の印章及び箱 ③商18.5巾5目自臭2.2 ③印章{石製)

③高14.6巾13.0奥20.0 ④印章箱(木製穣仕上}

①縦'27.2横19.6 ①恒遺霞憲 49 安政三十二家絶句公益財団法人
23 成宜圃入門簿 3 喧@瑚候防276A.8横19.4 廃緬資料館

②商秋谷(由懲弟連平)
横19.9 ③慣逮香農

50 文久三十六家絶句
24 戸早春邸書 1 11Il135.5横47.3 個人 掛軸 11春園門下生

51 熊憶舟山肖像

25 成宜圃入門鱒 1銀'27.2横18.7
公益尉団法人

木星{章。徳令 52 慮宜圃往復荷棒康調資料館

26 .瀬量産憲肖像 1 働 5.6横107.8 日田市 掛軸複製

注 :展示資料について、異なる塾の史料名が岡ーの場合、史料名の前に塾名を付して盤えた.

例示 r成宜園入門簿」、 『蔵春闘入門鯵』
:法量の単位は四である.

:肩額及び掛軸なrの法量は本艇のみの寸法を記した.
:種別及び形館等について特に記般の無い場合は和装本である.

点
!Ii量 所蔵先 備 考

数

1 繊担4.6横16.9 光善寺 明治十八年作修文館

1能 4.3検16.5 光善寺 明治十八年作修文館

¢灘23.3慣1..5
①嘉永四年

②'.永六年
41~灘23.8 横17.0 仰山堂文庫 @安政七年僅漕1(23.2横17.6

@巌庖二年村上悌山箸直)1123.4横15.1
福司県指定有形文化財

2 Ig灘 30.5横22.4 ①友石崎之助
仰山堂文庫 @別院大運@溺!30.3横22.7

福岡司県指定有形文化財

1維21.2横38.6倣寸尚
経19.8横34.9(内側胸

傍山堂文庫 福潤l'-指定有形文化財

巌 19.8(二巻)
z 能22.1(三巻)

働山堂文庫
第二巻、第三巻、第豆巻

経 18.7伍巻) 福閣操指定有形文化財
軸を含む長さ

1綴'41.0横106.0 働山堂文庫
肩額賞各持軍屋書

重喜永豆年作

1 1.164.8横47.5 働山堂文庫 卦軸帆足杏雨画

①長23.2巾13.9高4.4 ①硯

②@慣長13.1巾7.5 ②硯

ー横 仰山堂文庫 ③文鎮[木製脇差型)
@慣横 @陶製硯扉
⑤長9.8巾3.1商4.6 @凋製水牛型水滴

2 雌17.6横M高4.2伏〉
働山堂文庫

拍子木2対
.11.9繍2.0高2.0(.小) (大)は墨書有り

1高20.2巾12.5 仰山堂文庫 台座付き

1鞭'38.0横145.0 仰山堂文庫 扇額末松宮瞳澄書

1飯田4.0横田.1 個人
額装水哉圃の成績表
安政四年十月作

2 Ig濃 21.3割蜘.5 公益財同法人 ①友石晴之助
信晴1(26.6割t2畑.2 .瀕資料館 ②釈大道

3 能26.2横17.8
公益財団法人

村上傍山嘉永豆年明J
.綱資料館

大分県立先哲史料館管理
1 縦47.8輔匂2.6 個人

(寄託資料)

1働 2.7横16.0
公益財団法人

談窓著 帆足万里の記事贋願資料館

2 蝦23.9横15.1 金贋盤瀬財資団料法館人 帆足万里著

2 縦四7.7横31.4高8目E 個人 木製箱賀来飛霞蘭

骨盤財団法人
1巌145.0横33.6

康積資料館
掛軸

l飯'22.7横16.2
公益肘団注入

淡語匡著草場観)11の記事底甑資料館

公益財団法人
草場観川箸嘉永六年刊j4 首脳.1横16.4

庚瀕資料館

3 11Il22.8横15.5
金益財団法人

額岡E等編安重量四年庫甑資料館

3 働 1.9横15.0 日岡市 桜井成憲編文久三年

1 縦描2.7根路0.4 うきは市 掛軸近代の作

1長111.8高2.5厚3.3
うきは市

木製{杉)熊懐舟山と孫
(高・厚は最大値} の穆堂使用の天秤棒
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主
な
参
考
文
献

水
月
哲
英
編
『
石
門
先
生
』
一
九
三
四

倉
富
了
一
編
著
『
昆
江
井
上
先
生
』
一
九
三
七

日
田
郡
教
育
会
編
『
増
補
淡
窓
全
集
』
一
九
七
一

思
文
閣
出
版

岡
為
造
編
集
『
豊
前
薬
師
寺
村
恒
遠
塾

附
精
齋
学
統
』
一
九
七
六

『
亀
井
南
冥
昭
陽
全
集
』
一
九
七
八
〜
一
九
八
〇　

葦
書
房

海
原
徹
『
学
校
』
一
九
七
九

東
京
堂
出
版

小
泉
和
子
『
家
具
と
室
内
意
匠
の
文
化
史
』　

一
九
七
九　

法
政
大
学
出
版
局

『
楠
本
端
山
と
そ
の
遺
跡
』
一
九
八
〇　

親
和
銀
行

岡
田
武
彦
他
編
『
楠
本
端
山
碩
水
全
集
』
一
九
八
〇

葦
書
房

本
田
三
郎
編
『
楠
本
端
山
と
そ
の
遺
跡
』
一
九
八
〇

親
和
銀
行

Ｒ
・
ル
ビ
ン
ジ
ャ
ー
（
石
附
実
・
海
原
徹
訳
）『
私
塾
』
一
九
八
二　

サ
イ
マ
ル
出
版
会

海
原

徹
『
近
世
私
塾
の
研
究
』
一
九
八
三

思
文
閣
出
版

井
上
義
巳
『
福
岡
県
の
教
育
史
』
一
九
八
四

思
文
閣

外
山
幹
夫
『
長
崎
県
の
教
育
史
』
一
九
八
四

思
文
閣

鹿
毛
基
生
『
大
分
県
の
教
育
史
』
一
九
八
四

思
文
閣

恒
遠
俊
輔
『
豊
前
薬
師
寺
村
恒
遠
塾
』
一
九
八
四
蔵
春
園
保
存
会

藤
野
保
編
『
九
州
と
思
想
・
文
化
』（
九
州
近
世
史
研
究
叢
書
14
）
一
九
八
五　

図
書
刊
行
会
浮

羽
町
史
編
集
委
員
会
『
浮
羽
町
史
』
上
巻
・
下
巻
一
九
八
八　

浮
羽
町

西
村
天
囚
（
菰
口
治
校
注
）『
九
州
の
儒
者
た
ち
』
一
九
九
一　

海
鳥
社 

恒
遠
俊
輔
『
幕
末
の
私
塾
・
蔵
春
園
』
一
九
九
二

葦
書
房

狭
間
久
『
帆
足
万
里
の
世
界
』
一
九
九
三

大
分
合
同
新
聞
社

浦
川　

晟
『
儒
学
者　

谷
口
藍
田
』
一
九
九
三

田
本
政
宏
「
私
塾
に
於
け
る
学
問
・
教
育
‐
帆
足
萬
里
の
西
崦
精
舎
を
中
心
と
し
て
‐
」『
史
料
館

研
究
紀
要
』
第
三
号

一
九
九
八

大
分
県
立
先
哲
史
料
館

東
原
庠
舎
創
設
三
百
年
記
念
『
東
原
庠
舎
と
湯
島
聖
堂
』
一
九
九
九

多
久
市
郷
土
資
料
館

『
幕
末
維
新
期
漢
学
塾
の
研
究
』
二
〇
〇
三　

溪
水
社

恒
遠
醒
窓
生
誕
二
〇
〇
年
記
念
展
『
私
塾
蔵
春
園
と
ゆ
か
り
の
人
び
と
』
二
〇
〇
三
求
菩
提
資
料
館

三
浦
尚
司
（
校
註
者
）『
遠
帆
楼
詩
鈔
前
編
』（
改
訂
版
）
二
〇
〇
四

草
文
書
林

三
浦
尚
司
（
校
註
者
）『
遠
帆
楼
詩
鈔
後
編
』
二
〇
〇
四　

草
文
書
林

市
川
寛
明
・
石
川
秀
和
『
図
説
江
戸
の
学
び
』
二
〇
〇
六　

河
出
書
房
新
社

木
村
政
伸
『
近
世
地
域
教
育
史
の
研
究
』
二
〇
〇
六

思
文
閣
出
版

高
橋

敏
『
江
戸
の
教
育
力
』
二
〇
〇
七

筑
摩
書
房

大
石

学
『
江
戸
の
教
育
力
近
代
日
本
の
知
的
基
盤
』
二
〇
〇
七　

東
京
学
芸
大
学
出
版
会

平
成
二
一
年
度
特
別
展
『
お
お
い
た
発
！
幕
末
文
化
維
新
‐
賀
来
家
・
華
麗
な
る
一
族
‐
』

二
〇
〇
九

大
分
県
立
歴
史
博
物
館

武
田
耕
一
「
草
場
佩
川
‐
漢
詩
と
絵
画
を
中
心
と
し
て
」
二
〇
一
〇

行
人
社

村
上
良
春
「
幕
末
の
漢
詩
人
・
村
上
佛
山
に
つ
い
て
」

『
平
成
二
十
二
年
度
特
別
展
生
誕
二
百
年
記
念
「
村
上
佛
山
」
展
示
図
録
』
二
〇
一
〇

行
橋
市
教
育
委
員
会

倉
澤
昭
壽
『
近
世
足
利
学
校
の
歴
史
』
二
〇
一
一

足
利
市

『
近
世
日
本
の
学
問
・
教
育
と
水
戸
藩
Ⅱ
』
二
〇
一
一　

水
戸
市

前
田

勉
『
江
戸
の
読
書
会
』
二
〇
一
二

平
凡
社

図
説
『
江
戸
・
幕
末
の
教
育
力
』
二
〇
一
三

洋
泉
社

早
舩
正
夫
『
儒
学
者
亀
井
南
冥
・
こ
こ
が
偉
か
っ
た
』
二
〇
一
三

花
乱
社

『
廣
瀬
淡
窓
と
咸
宜
園
‐
近
世
日
本
の
教
育
遺
産
と
し
て
‐
』
二
〇
一
三　

日
田
市
教
育
委
員
会

な
お
、
本
文
中
の
人
物
説
明
に
は
『
国
史
大
辞
典
』
一
九
七
九
‐
一
九
九
七
（
吉
川
弘
文
館
）
や

『
コ
ン
サ
イ
ス
日
本
人
名
事
典
』<

第
五
版>

二
〇
〇
九
（
三
省
堂
）
な
ど
を
利
用
し
た
。



平
成
二
五
年
度

咸
宜
園
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
特
別
展
（
秋
季
企
画
展
）

「
九
州
の
私
塾
と
教
育
〜
咸
宜
園
と
そ
の
周
辺
〜
」
展
示
解
説
書

発

行

日

平
成
二
五
年
一
〇
月
三
〇
日

編
集
・
発
行

日
田
市
教
育
庁

咸
宜
園
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

八
七
七
‐
〇
〇
一
二

大
分
県
日
田
市
淡
窓
二
‐
二
‐
一
八

電
話

〇
九
七
三
‐
二
二
‐
〇
二
六
八
番

印
刷
・
製
本

尾
花
印
刷
有
限
会
社



頁数 訂正箇所 （誤） （正）
17頁 写真下　キャプション 林外 廣瀬孝之助（林外）
19頁
22頁 下段　本文3行目 その詩文は その詩文や
23頁 下段　18行目 春帆 春帆
23頁 下段　18行目 秋村 秋村
27頁 中段　10 キャプション 大正時代 明治時代
36頁 №20と21の法量錯誤

豊後の涵養学舎は咸宜園の影響を受けた私塾とするのが正しい

正　誤　表

其々の法量を入替



善教寺蔵

囲 奪三j段会
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z
d
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平
成
25
年
度

　咸
宜
園
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
特
別
展
（
秋
季
企
画
展
）

　九
州
の
私
塾
と
教
育
〜
咸
宜
園
と
そ
の
周
辺
〜


